
翻
刻
藤
井
宗
雄
著
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
三
那
賀
郡
上
(
前
編
)

は
じ
め
に

翻
郵
の
凡
例

翻
刻
/
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
三
那
賀
郡
上
(
前
編
)

は
じ
め
に

『
石
見
国
神
社
記
』
全
八
巻
(
巻
一
安
濃
郡
、
巻
二
邇
摩
郡
、
巻
三
那
賀
郡
上
、
巻
四
那

賀
郡
下
、
巻
五
邑
智
郡
上
、
巻
六
邑
智
郡
下
、
巻
七
菫
盆
範
巻
八
鹿
足
郡
)
は
、
一
八
七

0
 
(
明
治
三
)
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
石
見
地
方
全
域
の
神
社
調
査
1
明
治
三
年

閏
十
月
三
十
八
日
付
「
大
小
神
社
ノ
規
則
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ
ニ
由
リ
査
占
{
条
件
ヲ
定
厶
」
の
太
政
官

(
1
)

(
2
)

布
告
に
基
づ
く
ー
ー
の
都
告
に
依
拠
し
つ
つ
、
各
社
伝
や
棟
札
か
ら
の
恬
報
を
も
加
味
し
て
、
浜

田
在
住
の
国
学
者
藤
井
宗
雄
(
一
八
二
三
S
一
九
0
六
)
が
、
独
自
の
解
釈
も
交
え
な
が
ら
石
見

地
方
の
神
社
・
小
祠
・
森
神
を
村
ご
と
に
網
羅
・
概
観
し
た
著
作
で
あ
る
。

本
書
の
巻
一
安
濃
郡
と
巻
二
邇
摩
郡
に
つ
い
て
は
、
山
崎
が
、
二
0
0
九
年
か
呈
年
に
か

(
3
)

け
て
、
『
山
陰
研
究
』
誌
上
で
翻
刻
し
て
い
る
。
引
き
続
き
残
り
の
巻
も
翻
刻
し
て
い
く
予
定
で

あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
情
か
ら
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
錦
織
稔
之
と
の
共
同
作

業
に
よ
り
、
掲
墜
ル
も
『
古
代
文
化
研
究
』
に
場
所
を
移
し
て
翻
刻
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

初
回
は
、
「
棚
刻
の
凡
例
」
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
、
巻
三
那
賀
郡
1
の

]5

前
半
部
の
み
を
翻
刻
す
る
。
残
り
の
巻
の
翻
刻
も
、
本
誌
上
に
お
い
て
ぜ
ひ
完
遂
し
た
い
と
老
え

て
い
る
。
ま
た
、
全
巻
の
翻
刻
が
完
了
し
た
段
階
で
、
詳
細
な
解
題
を
公
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

『
石
見
国
神
社
記
』
が
婁
松
的
に
成
立
す
る
の
は
一
八
八
七
(
明
治
二
十
)
年
の
こ
と
で
あ
う

た
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
明
冶
仞
年
の
神
社
調
査
!
1
藤
井
が
直
接
関
与
し
元
の
は
、
銀
山
領
と

浜
田
藩
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
津
和
野
藩
領
は
除
外
さ
れ
る
ー
ー
は
、
各
社
の
神
職
に
ょ
る
書
上
を

典
拠
と
し
な
が
ら
、
藤
井
を
中
心
と
す
る
数
名
の
調
査
員
の
踏
査
結
果
も
ふ
ま
え
て
、
明
治
初
年

(
4
)

の
石
見
地
方
に
お
け
る
神
祇
信
仰
の
具
体
相
を
存
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
古
影
夫
を
あ
り

の
ま
ま
に
記
述
し
よ
う
と
す
る
藤
井
の
実
証
的
な
一
惨
も
相
ま
う
て
、
『
石
見
国
神
社
記
』
は
、

当
時
の
石
見
地
方
の
宗
教
状
況
を
窺
う
上
で
第
一
級
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

本
ゞ
翻
刻
を
快
諾
し
て
頂
い
た
原
本
の
所
有
者
藤
井
靖
久
さ
ん
ー
1
浜
田
在
住
除
井
宗
雄

の
子
孫
に
当
た
ら
れ
る
ー
ー
,
に
は
、
口
止
か
け
五
年
間
に
及
ぶ
中
断
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
、
ま
ず
錦
織
が
草
稿
を
作
成
し
、
こ
れ
を
、
典
拠
と
な
っ
た
『
那
賀
郡
神
社
書

上
帳
』
上
照
ゆ
し
合
わ
せ
な
が
ら
山
崎
が
確
認
・
修
正
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ふ

註
(
1
)
安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
五
宗
敦
と
国
家
』
(
岩
波
書
賓
一

九
八
八
年
)
、
四
三
五
頁
。

(
2
)
藤
井
宗
雄
が
中
心
と
な
っ
て
、
銀
山
領
と
浜
輿
淫
お
い
て
実
施
さ
れ
た
神
社
調
査
の
報
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告
「
原
帳
」
は
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
「
寺
社
史
料
」
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

「
安
濃
郡
神
社
書
上
帳
」
 
9
入
五
・
「
寺
社
史
料
」
に
お
け
る
整
理
番
号
を
示
す
。
以
下
同

じ
)
、
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
(
二
四
九
)
、
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
二
」
 
9
入
三
)
、
「
邇

摩
郡
神
社
書
上
帳
上
下
」
(
三
八
二
)
、
「
美
濃
郡
神
社
書
上
帳
上
」
令
入
四
)
で
あ
る
。

(
3
)
山
崎
亮
「
翻
刻
藤
井
宗
雄
著
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
一
{
覆
郡
」
(
島
根
大
学
法
文
学

部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
『
山
陰
研
究
』
第
二
号
、
二
0
0
九
年
)
な
ら
び
に
同
「
翻
刻

藤

井
宗
雄
著
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
二
邇
摩
郡
(
付
藤
井
宗
雄
の
著
作
に
つ
い
て
)
」
令
山

陰
研
究
』
一
委
言
叉
二
0
-
 
0
年
)
。

(
4
)
『
石
見
国
神
社
記
』
本
文
冒
頭
の
凡
例
に
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
神
社
調
査
の

状
況
を
示
す
張
が
含
ま
れ
て
い
る
令
山
陰
研
究
』
第
二
号
、
ご
三
S
 
三
三
頁
)
。

ま
九
藤
井
宗
雄
に
関
し
て
は
、
巻
二
邇
摩
郡
の
割
刻
の
附
録
と
し
て
、
そ
の
膨
大
な
著

作
群
を
概
観
し
て
お
い
た
(
『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
一
五
七
S
 
一
六
三
頁
)
。
さ
ら
に
、
山

嫡
亮
「
石
見
地
方
の
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て
1
明
治
初
年
「
神
社
書
上
帳
」
を
乎
が
か
り

に
」
(
『
山
陰
民
俗
研
究
』
第
一
五
号
、
二
0
-
 
0
年
)
で
は
、
「
森
神
」
概
念
の
成
立
に
関

連
し
て
、
藤
井
の
思
想
の
一
端
を
考
察
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
(
山
啼
)

翻
刻
の
凡
例

0
 
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
三
那
賀
郡
上
は
、
著
者
藤
井
宗
雄
が
鴨
島
賓
に
清
書
さ
せ
た
も
の
で
、

奥
き
ょ
れ
ぱ
そ
の
書
き
終
え
は
明
治
十
九
年
九
月
と
あ
る
。
那
賀
郡
内
の
概
ね
東
部
に
位
置

す
る
四
十
八
村
分
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
操
」
単
位
で
掲
載
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
本

誌
『
古
代
文
化
研
究
』
の
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
そ
の
前
半
二
十
九
村
分
に
と
ど
め
た
。

0
原
文
は
清
書
後
、
藤
井
周
身
が
確
認
し
、
朱
筆
を
入
れ
て
い
る
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
誤
字

訂
正
尋
き
換
え
の
指
示
は
、
も
と
の
文
字
上
に
抹
消
線
「
1
」
を
引
き
、
そ
の
傍
ら
に
朱

筆
に
よ
る
訂
正
文
字
を
ゴ
シ
ー
太
字
で
表
記
し
た
。
脱
字
箇
所
へ
の
加
筆
の
場
合
は
、
そ
の

指
示
経
に
訂
正
文
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
挿
入
し
た
。
ま
た
、
記
載
位
置
の
変
更
に
つ
い
て

は
朱
筆
の
指
示
に
従
っ
て
訂
正
し
て
あ
る
。

0
原
文
の
記
述
の
内
容
は
、
元
の
資
料
と
な
っ
た
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
(
島
根
県
立
図
書
館

「
寺
社
史
料
」
二
四
九
)
と
対
照
さ
せ
て
い
る
。
特
に
小
社
や
森
神
の
項
目
に
お
い
て
、

蔵(
)
は
、
書
上
帳
で
の
異
な
る
表
記
を
、
ま
た
[
]
は
、
『
石
見
国
神
社
記
』
原
文
に

は
な
い
奪
上
帳
に
見
ら
れ
る
字
句
を
示
し
て
い
る
。

0
畢
・
異
体
字
等
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
神
名
・
神
社
名
・
人
名
・
地
名
は
、

も
と
の
字
体
の
ま
ま
に
し
た
。

0
変
体
仮
名
も
基
本
的
に
現
行
仮
名
に
改
め
九
が
、
助
詞
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
江
(
え
)
・
而
(
て
)

与
(
と
)
・
者
(
は
)
・
茂
(
も
)
は
小
書
き
に
し
て
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。

0
原
文
の
器
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
そ
の
傍
ら
に
「
(
0
0
)
」
を
付
し
て
正
す
か
、
「
(
マ
こ
」
、

も
し
く
は
「
(
0
0
力
)
」
と
推
定
さ
れ
る
字
句
を
付
し
た
。

0
原
文
の
な
か
で
示
さ
れ
た
棟
札
な
ど
の
判
読
不
能
箇
所
は
「
囲
」
で
、
虫
喰
等
で
現
在
判
読
困

雌
な
原
文
の
箇
所
は
「
口
」
で
示
し
九
。

0
読
み
手
の
利
便
を
図
る
た
め
、
適
宜
、
辻
窯
「
ご
や
並
列
点
「
・
」
を
加
え
た
。

9
 
は
、
翻
刻
者
に
よ
る
註
記
を
示
す
。
(
山
崎
・
錦
織
)
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零
り
郷
上

三

(
表
紙
)

「
申
士
記

賀
郡
之
部
上

甥
"

(
本
文
)

石
見
国
神
社
記
巻
之
三

卵
ヒ
"

都
、
.
付

再
、

ハ
"
奄

三
」

、

質
t

貞
゛
一
.

劃
.
▲
.
0
'
慮

ル

八
幡
鎮
坐

祭
神
、
田
別
命
・
足
仲
津
彦
命
・
息
長
足
姫
命
0
神
体
、
木
像
三
、
台
に
平
田
氏
行
政
、

寛
保
三
癸
亥
年
0
左
右
木
札

祭
日
、
八
月
十
七
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
神
楽
所
・
鳥
居
二

棟
札
に
、
奉
再
建
立
御
殿
一
宇
、
元
和
三
丁
巳
年
八
月
十
四
日
、
祠
官
神
七
郎
正
信
、
役
人

嘉
戸
源
八
郎
・
寺
田
助
七
・
同
吉
二
郎
0
再
建
拝
殿
並
鳥
居
、
寛
文
十
一
辛
亥
年
三
月
廿
九

日
0
葺
賛
延
宝
三
乙
卯
年
八
月
十
五
日
0
奉
寄
進
神
輿
正
徳
五
乙
未
年
八
月
、
略
文
に

当
社
八
幡
宮
、
昔
伴
之
朝
臣
佐
々
木
三
河
守
隆
行
、
再
建
立
、
今
社
是
な
り
0
玉
殿
、
天
和

元
辛
酉
年
八
月
十
四
日
0
奉
再
建
新
殿
、
享
保
十
七
壬
子
年
八
月
0
葺
替
、
延
享
五
戊
辰
年

四
月
0
同
、
明
和
九
壬
辰
年
九
月
0
同
、
安
永
八
己
亥
年
四
月
二
日
0
覆
賛
文
政
三
庚
辰

年
八
月
六
日
0
再
建
拝
殿
修
糧
地
替
、
天
保
三
壬
辰
年
八
月
0
葺
賛
慶
応
三
丁
卯
年
八
月

十
六
日

社
領
、
高
看
、
此
現
米
一
石
二
斗
六
升
三
合
三
勺

八
幡
宮杉

本
鎮
坐

祭
神
、
応
神
天
皇
0
神
体
、
木
像
二

宗
雄
云
、
八
重
葎
に
杉
本
大
明
神
、
祭
神
大
己
貴
命
な
り
、
足
利
直
冬
の
時
、
八
幡
宮
と

な
す
と
あ
り

祭
日
、
九
月
九
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
造
立
拝
殿
、
明
和
九
壬
辰
年
二
月
0
葺
賛
寛
政
四
壬
子
年
三
月
0
奉
指
賛
文

?
3

化
六
己
巳
年
七
月
0
鳥
居
、
文
化
七
庚
午
年
八
月
0
葺
賛
天
保
十
戊
亥
年
八
月
0
再
建
拝

殿
、
嘉
永
七
甲
寅
年
九
月
九
日

社
領
、
高
一
石
、
此
現
米
六
斗
一
升
五
合

那
賀
郡
之
部
上

亀
寓

、
、
軍
、

藤
井
宗
雄
輯
記
(
印
)

八
幡
宮

ネ

都
治
村

割刻藤井宗雄著『石見国神社記』巻三那賀郡上(前編)
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末
社
、
諏
訪
社
、
祭
日
三
月
十
日

小
社
五
所

古
堂
の
大
元
社
0
地
主
谷
の
水
神
社
0
城
迫
の
大
麻
社
0
坂
根
の
荒
御
社
0
同
所
の
諏
訪
社

森
神
二
十
三
所

大
元
の
大
元
神
0
堂
屋
敷
の
地
主
神
0
東
上
の
地
主
神
0
よ
こ
や
の
地
主
神
0
皆
崎
の
水
神

0
山
崎
の
大
歳
神
0
新
屋
前
の
姫
森
神
0
才
返
(
通
)
の
大
歳
神
0
大
本
河
(
川
)
原
の
若

宮
0
天
場
(
テ
ン
バ
)
綴
訪
神
0
花
田
の
地
主
神
0
杉
本
の
地
主
神
0
迫
加
山
の
地
主
神

0
ふ
き
舎
盟
巳
迫
の
地
主
神
0
大
元
の
地
主
神
0
岡
前
の
地
主
神
0
道
行
田
の
諏
防
神
0

大
迫
の
大
歳
神
0
岡
の
諏
訪
神
0
正
田
の
地
主
神
0
士
居
内
の
地
主
神
0
掛
木
松
の
地
主
神

0
 
〔
字
姫
森
]
姫
森
神

宗
雄
云
、
姫
森
神
は
八
重
葎
に
弓
場
原
に
三
間
四
方
,
復
古
木
の
小
杉
あ
り
、
小
一
産
長

P
ご旗

の
四
女
千
代
姫
、
文
禄
元
四
月
十
七
日
、
三
原
一
驫
の
と
き
、
小
一
巌
長
誓
一
.
、
男
掃

部
亮
元
枝
の
一
男
、
都
治
徐
森
に
住
す
千
代
姫
と
は
従
弟
な
る
に
よ
り
依
頼
し
て
助
命

〔
7
 
↓
、
)

を
乞
ふ
、
勘
気
の
者
な
り
と
て
許
容
せ
す
、
故
に
坐
厶
国
郡
門
に
"
'
む
と
、
後
地
村
の

大
池
に
投
て
死
す
、
武
士
五
人
切
腹
腰
元
十
二
人
自
害
、
こ
の
十
二
人
の
社
、
都
治
の

姫
森
と
云
処
に
あ
り
と
あ
り

熊
町
御
社 後

地
村

黒
松
村

大
嶋
神
社

大
嶋
鎮
坐

祭
神
、
市
杵
嶋
姫
命
0
神
体
、

儲
一

祭
日
、
六
月
十
六
日

^
^
^
^
・
^
^
・
皀
司
^

棟
札
に
火
膿
大
明
神
、
元
,
父
玉
庚
印
甑
六
村
占
、
什
U
、
御
代
'
U
燃
忠
太
大
、
刈
小
↓
*
'
1
寸

兼
松
林
寺
寛
道
法
印
、
神
主
山
本
血
荏
疏
原
正
常
0
奉
再
建
、
文
政
二
己
卯
年
六
月
、
別

当
楽
音
寺
兼
帯
高
野
寺
増
恵
法
印
、
大
{
島
山
本
河
内
{
'
原
元
行
0
昔
替
、
嘉
永
六
癸
丑

歳
六
河
朔
日
0
修
覆
、
慶
応
三
丁
卯
午
八
河
、
大
喬
小
兪
業
.
止
吉
、
別
当
楽
音
寺
兼
高
野

寺
永
院
室
五
智
院
将
海
法
印

宝
器
、
額
一
血
吉
田
殿
筆
、
寛
保
三
逃
亥
圷
正
打

普
桜
仕
鉦
坐

祭
神
、
伊
井
需
寸
0
神
休
、
木
像
一

由
来
に
、
宇
内
権
現
建
立
始
事
々
人
王
五
十
五
代
文
徳
天
皇
之
御
宇
之
時
、
仁
寿
・
斉
衡

於
・
年
中
、
願
主
和
州
金
剛
山
元
璽
人
為
、
一
日
本
国
御
修
行
一
石
州
在
、
・
遊
歴
時
、
不
思

?
 
7
)

穫
二
因
戸
¥
内
村
在
二
越
年
入
春
日
成
二
暖
風
一
或
時
為
、
浜
遂
出
二
波
来
礒
辺
一
給
、
漫
々

見
璽
倉
海
入
亦
汀
近
杉
・
檜
茂
如
、
見
深
山
風
景
面
白
入
於
一
此
地
立
一
寺
一
思
惟

給
、
其
時
代
都
治
・
波
積
之
地
頭
和
氣
伊
予
守
平
清
宗
云
仁
、
依
・
所
望
清
宗
聞
二
其
趣
入

(
ヤ
三

所
望
と
地
掘
詳
退
一
寄
進
是
旦
那
契
厚
既
開
、
高
丸
一
時
、
不
思
儀
之
蒙
二
寺
券
、
即
本

堂
・
客
殿
・
庫
裏
・
鐘
楼
・
仁
王
門
、
悉
造
立
畢
、
従
京
師
呼
卞
仏
師
一
十
一
面
観
世

音
彫
却
尊
体
奉
一
取
、
人
世
俳
桑
小
為
洗
度
、
.
圭
山
建
智
龍
寺
、
此
時
地
爽

寺
領
分
堤
尻
・
濱
田
三
器
五
町
八
段
之
少
,
附
田
地
>
兀
海
聖
人
龍
野
参
詣
於
二
那
智

山
若
一
モ
子
移
御
正
休
ニ
ム
州
那
賀
郡
都
治
字
内
持
御
正
体
一
帰
安
コ
置
長
冨
山
入
以

蛭
子
嶋
の
蛭
子
社
0
舩
津
の
蛭
子
社

森
神
三
所

小
1
f
 
一
一
所

源
内
の
大
元
神
0
五
歩
一
の
火
元
神
0
上
山
の
大
元
神
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権
現
之
神
徳
末
代
姦
ナ
勧
」
請
鎮
寸
一
置
者
也

宗
雄
云
、
是
は
火
正
十
九
年
に
沙
詔
}
釜
田
W
{
航
訪
行
佳
と
忠
せ
1
冶
根
本

と
小
異
は
あ
れ
と
同
物
に
て
比
<
巾
よ
り
抜
採
た
る
も
の
な
り
、
か
く
て
七
寿
・
芥
衡
の
問

の
創
立
と
あ
る
は
実
な
ら
む
、
其
は
当
村
に
帝
釈
社
あ
る
か
、
此
程
の
創
立
と
恩
は
る
れ

は
な
り
、
但
し
和
気
氏
を
地
郵
f
云
ひ
、
平
姓
と
せ
る
は
信
に
足
ら
す
、
寺
鯉
研
も
採

か
た
し
、
宇
内
は
後
地
と
同
一
だ
て
後
都
治
の
義
な
り

祭
日
、
九
月
1
四
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
本
殿
修
復
・
拝
殿
再
建
熊
野
大
権
現
、
文
政
十
丁
亥
年
十
打
<
X
長
气
天
保
二
辛

卯
年
五
月
0
再
建
鳥
居
、
天
保
七
丙
申
年
三
月
、
略
文
に
仁
寿
・
斉
衡
年
問
ψ
コ
村
宇
内
に
坐

す
、
寛
文
七
丁
米
年
浪
来
濱
鎮
坐
、
符
元
甲
子
年
十
一
月
廿
五
日
、
今
地
に
移
す

宗
竺
六
社
伝
に
仁
寿
・
斉
衡
間
、
波
来
濱
遷
と
あ
り

末
社
、
猿
田
彦
社

社
人
、
山
本
司
、
家
筋
山
本
神
七
、
延
徳
三
辛
亥
年
三
月
、
社
職
と
な
り
、
司
ま
て
十
一

代

相
続{

盆
云
、
以
前
当
{
灸
微
身
代
不
知
号
と
き
、
上
"
ズ
、
其
外
書
類
紛
失
し
て
川
代

詳
な
ら
さ
る
由
な
り

厳
嶋
神
社

属
希
鎮
坐

祭
神
、
,
市
柞
嶋
姫
命

祭
日
、
九
月
十
七
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

帝
稗
神
社

波
番
鐙
坐(

1
 
〕

祭
神
、
速
王
男
命

宗
雄
ム
、
祭
神
は
天
竹
国
の
上
古
の
神
に
て
速
王
男
命
と
す
る
は
当
ら
す
、
か
く
て
創
造

は
L
寿
・
片
衡
の
間
、
十
.
一
面
の
観
世
音
を
安
置
す
る
と
あ
る
と
同
時
に
是
も
{
轟
せ
る

こ
と
下
代
実
曾
貞
観
七
年
の
処
に
安
」
置
千
チ
観
音
像
一
体
・
笂
王
荏
像
各
二
体

四
王
像
四
休
工
工
と
あ
る
畢
て
観
音
・
・
帝
釋
を
一
時
に
{
轟
せ
し
な
ら
む
、
か
く
て

此
頃
こ
の
妥
伽
行
な
れ
は
仁
寿
・
轟
衡
中
の
草
創
と
云
ふ
こ
と
実
な
ら
む
と
思
は
る

^
^
U
、
^
月
^
、
^
U

建
物
、
本
社

小
社
七
所

尾
濱
の
大
元
社
0
同
所
の
蛭
子
社
0
同
所
の
恵
美
須
社
0
わ
に
や
(
娚
屋
)
敷
の
地
主
社
0

木
津
屋
の
地
主
社
0
井
敷
の
地
主
社
0
石
田
の
道
祖
神

森
神
↓
三
所

迫
の
客
神
権
現
0
応
奥
の
地
主
神
0
砂
合
の
地
主
神
0
田
平
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0

新
屋
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
人
ゑ
こ
(
工
ご
の
地
卞
神
0
同
所

の
地
主
神
0
腎
地
上
神
0
蓮
池
の
地
主
神
0
迫
の
地
主
神

浅
利
村

寄
江
神
社

濱
中
鎮
坐

祭
神
、
事
代
主
命
0
神
体
、
木
像
、
裏
に
慶
長
十
八
年
霜
月
吉
日
、
大
旦
那
嶋
田
仁
左
衛
門

丁
圏
圏
圃
圏
囲
門
守
、
神
主
佐
圏
兵
衛

祭
H
、
九
打
十
六
尻

ー
^
,
^
、
^
^
・
^
^
心
^
一
ル
・
^
^
・
^
、
、
^

{
L
〕

f
一
牙
江
大
明
神
>
再
四
甲
戌
年
九
月
十
六
日
C
ヒ
葺
拝
殿
、
明
和
六
乙
丑

年
九
月
十
五
晋
0
再
建
、
安
永
四
乙
犬
年
人
旦
日
0
嘉
再
居
、
天
明
七
f
未
年
九
打
レ

一
徠
t
,
に

T
一
〕
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五
日
0
修
稜
、
寛
政
七
己
卯
年
九
月
十
五
日
0
拝
僻
聖
、
筧
政
九
丁
巳
年
九
門
十
1

(
L
,
J

0
上
葺
、
文
化
十
庚
午
年
十
一
月
十
六
日
0
再
建
趣
、
文
政
↓
丁
亥
年
八
月
初
八
日
0
上

葺
、
弘
化
三
丙
午
年
四
月
1
九
日
0
本
殿
修
稜
、
嘉
永
五
壬
子
年
九
打
十
五
Π

小
社
三
所

町
の
恵
比
(
美
)
須
社
、
棟
札
に
、
松
、
元
文
三
戊
午
仲
春
朔
日
0
浦
忠
比
須
(
築
,
・
U

社
0
岡
の
福
冨
社

宗
雄
云
、
福
冨
社
は
士
<
工
、
元
猿
田
彦
神
を
祀
り
、
当
地
固
有
の
神
な
り
、
後
倫
冨

七
郎
左
衛
門
を
合
祀
し
て
か
く
称
せ
り
と
云
り

森
神
一
所

濱
中
の
大
元
神

長
良
村

三
)

上
津
井
村

田
中
神
社

山
平
鎮
坐

祭
神
、
天
照
大
御
神
0
神
体
、
木
像
、
木
札
に
天
照
大
神
田
中
大
明
神
N
像
再
軽
越
、
願
主

上
津
井
村
中
云
云
、
安
政
四
年
丁
巳
九
月
廿
一

E

宗
雄
云
、
八
重
誓
祭
神
大
御
神
・
日
吉
山
松
現
と
あ
り
、
但
し
大
御
神
ハ
荏
若
一

王
子
と
あ
り
し
よ
り
言
そ
め
し
な
ら
む

祭
日
、
九
月
廿
一
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
田
中
大
明
神
、
拳
再
建
拝
殿
工
f
、
安
政
、
 
Z
卯
十
刈
吉
Π

小
社
二
所

小
屋
敷
の
若
宮
姫
社
0
現
当
司
の
地
主
社

八
重
葎
に
松
山
城
主
福
屋
治
郎
降
任
謡
の
と
き
、
内
'
1
竺
入
と
を
盗
賊
あ
り
て

殺
す
、
基
崇
を
な
す
故
牙
宮
社
と
祀
る
と
あ
り
、
士
人
云
、
松
山
落
城
の
と
き
横
屋

の
祖
坂
根
九
郎
、
一
名
を
蔵
主
と
云
者
、
奧
方
を
上
津
井
に
て
殺
す
、
其
時
奧
左
工
、
吾

を
殺
す
汝
七
代
の
間
上
津
井
の
鍵
を
と
ら
せ
し
と
云
し
と
な
り

森
神
十
六
所

人
欠
の
大
元
社
0
津
国
屋
山
の
森
神
0
堤
奥
の
地
主
神
0
荒
智
の
地
主
神
0
浄
念
寺
森
の
地

郡
0
林
の
地
主
神
0
瀬
戸
郡
の
地
主
神
0
中
尾
の
地
主
神
0
皆
野
公
智
の
地
主
神
0
坂

下
の
地
主
神
0
迫
の
地
主
神
0
淵
(
渕
)
.
平
の
大
歳
神
0
皆
野
の
高
神
0
中
尾
の
甲
神
0
大

平
の
大
年
神
0
同
所
の
虚
空
蔵
神

畑
田
村

大
元
神
社

打
荻
鎖
坐

祭
神
、
詳
な
ら
す

祭
日
、
戸
母
年
九
月
廿
六
日
]

建
物
、
本
社
・
神
楽
所

小
社
二
所

宮
前
の
三
嶋
社
0
大
番
の
稲
荷
社

森
神
十
所

地
主
谷
の
大
年
神
権
現
宮
地
主
神
0
西
谷
の
大
歳
神
0
向
井
奥
の
水
神
0
打
荻
の
荒
神
0
宮

村
の
大
年
神
0
木
の
振
(
木
振
)
の
水
御
0
宮
迫
の
地
主
神
0
ゑ
の
き
(
榎
)
の
地
主
神
0

地
宮
の
大
歳
神
0
古
の
＼
こ
(
古
布
古
)
の
地
主
神
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天
満
宮安

楽
寺
器

{
靈
デ
《
寺
号
は
筑
前
国
大
宰
府
の
安
楽
寺
を
擬
し
な
ら
む

祭
神
、
菅
原
神
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
月
九
日

廷
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
再
興
天
満
宮
玉
殿
、
市
村
大
宮
司
坂
根
筑
後
頭
源
重
邦
、
庄
屋
松
本
消
之
助
敬
綏
、

本
里
長
良
村
湊
十
四
代
市
村
山
口
氏
聖
相
続
市
村
頭
匪
松
原
市
次
善
眞
・
W
母

一
、
〕

乃
へ
、
文
久
元
辛
酉
六
打
廿
五
円
、
安
楽
寺
兼
帯
谷
住
郷
村
文
珠
院
代
先
年
元
禄
1
年
旦

月
二
十
五
日
恐
宮
、
坂
根
上
野
守
正
電
代

大
元
神
社

片
山
鎮
坐

祭
神
、
國
常
立
尊

祭
日
、
春
夏
秋
二
度
日
定
無
し

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

小
社
八
所

路
木
の
天
満
宮
0
松
地
の
大
歳
社
0
垰
田
n
殿
嶋
社
0
尾
嫡
の
権
現
社
0
か
ふ
冠
屋
の

士
殻
神
社
0
新
屋
の
大
歳
社
0

{
一
謹
云
、
延
享
の
棟
札
に
大
歳
大
明
神
と
あ
り
、
宝
暦
の
棟
札
に
は
二
柱
と
あ
り

番
木
の
金
屋
子
社
0
櫃
(
機
)
上
の
大
歳
社

森
神
十
五
所

久
津
保
の
松
山
寺
都
0
概
@
下
の
客
神
0
貝
野
の
地
工
所
(
神
)
 
0
大
良
(
太
郎
)

隙
の
地
主
神
0
路
木
大
下
の
山
神
0
井
上
の
水
神
0
同
所
の
地
吉
所
(
神
)
 
0
湊
上
の
兇

唄
神
馬
神
0
三
千
(
道
)
垣
内
の
地
主
神
0
長
良
谷
の
地
主
卜
五
所
(
神
)
 
0
齋
丙
の
地

当
所
(
神
)
 
0
後
の
地
主
神
0
丁
(
下
)
手
昇
御
嫡
二
神
0
蔀
坊
の
客
神
0
は
く
(
バ

ク
)
岩
の
水
神

{
途
云
、
八
重
誓
此
所
の
鍔
と
云
に
長
良
皇
子
の
滞
留
ま
し
、
地
と
云
り
、
拠
を
知

,
一
す

城
楽
寺
山
鎖
坐
0
応
安
中
、
魚
仮
国
諏
訪
よ
り
"
明
と
云
伝
ふ

{
系
云
、
此
云
伝
は
実
な
る
へ
し
、
其
は
正
平
人
年
に
佐
々
人
安
芸
守
・
同
小
次
郎
、
河

上
・
都
知
を
賜
り
て
偏
街
よ
り
移
住
せ
る
か
、
是
よ
り
十
九
年
後
、
応
安
.
一
年
に
川
登

に
松
山
城
を
讐
气
市
村
に
八
幡
宮
を
建
た
る
を
思
ふ
に
、
此
問
に
本
国
信
濃
よ
り
当
社

を
も
移
た
り
と
思
は
る
れ
ハ
な
り
、
此
外
諏
訪
神
を
信
濃
よ
り
移
す
と
云
は
大
概
は
大
己

貰
神
に
て
信
に
足
さ
る
も
の
多
し

祭
神
、
健
御
名
方
命
0
神
休
、
木
像
円

臣
云
、
男
竺
・
女
体
弌
玉
を
持
竺
、
と
も
に
古
作
な
り
、
応
安
の
度
の
物
な
る

へ
し

祭
日
、
九
村
十
八
日

^
^
^
^
・
^
ヲ
・
'
^
゛
^

棟
札
化
＼
再
建
立
、
当
徐
二
戊
戌
年
十
門
廿
七
日
0
上
卦
、
元
文
四
己
未
下
冬
十
有
一
、
日
0

同
、
宝
四
モ
申
年
三
打
、
坂
根
出
羽
守
一
器
ご
佳
田
中
吾
補
、
ぎ
抑
当
諏
訪
大
明

神
と
査
,
'
速
日
神
・
摸
速
丹
神
・
嘉
"
槌
神
・
経
津
主
命
、
此
四
廊
を
相
祭
御
本
社

"
信
州
諏
訪
郡
南
力
刀
美
之
社
坐
、
{
●
国
鹿
嶋
大
明
神
・
下
総
国
香
取
大
明
神
一
体
異
名

也
、
町
社
地
パ
勧
沌
応
安
年
中
也
、
凡
当
歳
マ
テ
三
再
九
卜
有
余
歳
也

{
一
途
云
、
応
安
勧
嗣
の
と
き
鹿
嶋
・
香
取
を
合
祀
せ
り
と
も
思
は
れ
さ
れ
は
、
後
人
の
所体

為
な
り
、
然
は
こ
そ
一
体
異
名
と
書
し
を
以
て
亥
大
し
、
此
事
の
述
の
ミ
な
ら
す
、
一

諏
訪
神
社 ヒ

川
.
戸
村
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異
名
の
神
を
合
祀
す
へ
き
道
理
あ
ら
さ
れ
ハ
な
り

再
建
拝
殿
、
安
永
七
戊
戌
年
菊
月
0
再
建
、
寛
政
九
丁
巳
年
十
打
廿
九
日
0
上
葺
、
文
化
十

癸
酉
年
九
月
十
七
日
0
再
建
拝
殿
、
天
保
十
四
癸
卯
年
菊
月
十
七
日
、
本
社
上
高
年

小
社
三
所

赤
水
の
天
満
宮
0
多
和
嘩
の
荒
神
0
稗
(
秤
)
弼
の
厳
嶋
社

森
神
六
所

西
垣
内
の
大
元
神
地
主
三
所
神
0
小
津
森
(
小
津
)
の
荒
神
0
大
地
河
(
川
)
の
水
神
0
大

明
神
境
内
の
大
元
神
O
N
 
(
富
士
)
山
の
荒
神
0
清
水
の
牛
神

天
満
宮

文
(
、
一
、
〕

横
路
山
鎮
坐
0
元
禄
十
丁
卯
年
九
河
廿
日
、
京
都
北
野
社
よ
り
市
村
城
主
油
原
血
荏
寸
勧
詩

祭
神
、
菅
原
神
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
九
月
廿
五
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
造
立
、
那
賀
郡
川
上
郷
内
下
河
戸
天
満
大
自
在
天
神
御
宝
殿
一
宇
、
、
森
↓
有
一
火

九
月
廿
日
、
大
旦
那
油
原
豊
後
守
祐
堅
花
押
、
右
大
柚
那
伴
朝
臣
戊
辰
歳
、
武
運
長
久

?
Z

家
門
繁
永
云
云
0
再
建
>
大
満
大
自
在
六
天
神
御
{
識
、
圖
羅
天
御
悲
岡
羅
火
御
祐
難
大

神
悲
天
神
馬
頭
天
舛
客
天
神
、
寛
文
十
一
 
f
イ
年
六
打
U
五
日
0
上
"
、
{
宗
二
乙
酉
郁
十

月
0
内
殿
、
事
保
四
己
亥
年
六
打
0
上
卦
、
京
保
六
辛
丑
天
霜
打
廿
日
、
神
十
坂
根
和
泉
守

源
重
次
、
文
に
昔
城
主
佐
々
木
中
将
頭
家
臣
下
河
戸
村
油
原
曲
荏
希
堅
、
造
立
之
社
云
云

0
同
、
享
保
十
八
癸
丑
年
三
月
廿
五
日
9
松
、
一
輪
山
天
満
大
'
1
天
神
、
寛
保
三
癸
亥

仲
春
廿
有
五
日
、
裏
二
殿
建
立
、
寛
保
一
炉
茜
午
九
月
0
上
U
、
{
'
七
丁
4
X
サ
.
ニ

日
0
上
葺
、
安
、
水
四
乙
末
年
九
月
十
八
日
0
同
、
寛
政
二
辛
亥
年
レ
刀
卜
L
打
0
再
建
、
文

下
川
戸
村

化
二
乙
丑
年
九
河
十
八
日
0
上
葺
、
文
化
十
一
甲
戌
年
九
月
十
八
日
0
再
建
、
天
保
十
二
辛

丑
年
菊
月
十
八
日
0
上
普
、
天
保
十
五
甲
辰
年
六
月
廿
五
日
0
同
、
安
政
二
乙
卯
年
六
月
廿

五
日
0
再
建
玉
殿
、
文
久
三
壬
戌
年
八
月
0
上
普
、
文
久
三
癸
亥
年
四
月
初
五
日

^
^
.
、
^
^
^
^

一
備
山
の
大
山
祗
神
社

宗
雄
云
、
士
人
云
、
萬
福
山
は
此
神
の
社
地
に
て
天
満
宮
以
前
の
社
な
り
と
云
り

士
居
山
の
金
屋
子
社
0
寺
尾
の
厳
嶋
社

森
神
六
所

小
原
の
大
元
神
0
金
迫
の
地
主
神
0
釜
寺
の
稲
荷
神
0
小
嶋
の
荒
神
0
重
田
の
四
荏
神

0
竹
内
の
水
神

・
●
児

八
楴
筥

市
村

鶴
岡
山
鎮
坐
0
応
安
二
己
酉
年
、
佐
々
木
安
芸
守
、
封
内
為
二
器
叺
入
相
模
国
鎌
倉
よ
り

勧
請
と
云
伝
ふ

祭
神
、
応
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
0
神
体
、
木
像
三
、
裏
に
藤
原
朝
臣
牛
尾
対
馬

一
'
次
、
寛
文
八
稔
戊
申
卯
月
吉
日
0
相
殿
、
,
麗
兒
嶋
神
、
祭
神
彦
火
々
出
見
尊
0
神
体
、

祭
日
、
八
月
十
五
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
新
建
立
八
幡
宮
御
宝
殿
、
明
暦
二
内
申
年
八
児
吉
貝
当
国
御
守
護
人
杉
田
又
兵

衛
、
御
代
官
鹿
野
忠
兵
衛
、
本
M
Π
忠
右
衛
門
、
庄
屋
山
本
六
良
兵
衛
、
目
代
本
田
勘
右

衞
門
、
神
主
坂
根
出
羽
守
正
次
云
云
0
上
芽
、
」
[
直
兀
甲
申
年
八
阿
十
五
日
、
文
に
当
社
老

佐
々
木
中
書
正
殿
、
信
州
ヨ
リ
御
打
人
之
時
、
武
州
鎌
倉
郷
岡
山
ヨ
リ
応
安
二
己
酉
天
、
勧
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一
叉
蚕
工
、
其
後
明
暦
二
年
春
、
社
炎
上
云
云
0
拝
殿
再
建
、
元
文
四
年
己
米
三
月
0
再
建
、

宝
暦
璽
酉
年
十
二
月
0
本
殿
再
建
、
宝
符
甲
戌
年
八
月
0
上
葺
、
犬
明
八
戊
申
年
南
呂

十
四
日
0
拝
殿
修
覆
、
文
化
元
甲
子
年
八
月
9
鳥
居
再
建
、
文
政
十
一
侯
寅
年
八
月

宝
器
、
太
刀
弌
二
尺
九
寸
二
歩
0
流
鏑
馬
免
許
状
、
毛
利
謡
卿
よ
り
納
る

社
領
、
高
二
石
二
斗
二
升
七
合
、
畠
三
畝
一
十
歩
、
此
現
米
一
右
四
斗
九
升
、
永
銭
百
八
十

三
文

末
社
、
恵
美
須
社
、
祭
日
1
二
月
廿
U

同
、
稲
荷
社
、
祭
日
五
月
廿
三
日
・
九
月
廿
三
H

社
人
、
坂
根
静
江
、
家
筋
初
代
坂
根
主
税
助
源
昌
康
、
次
に
九
郎
頭
正
秋
、
次
に
與
曽
太
夫

^
^
只
次
に
^
中
{
^
^
^
、
次
に
出
羽
^
正
次
、
次
に
上
野
^
正
電
、
次
に
和
泉
{
^
^
次
、

次
号
直
、
次
に
出
羽
{
董
房
、
次
に
上
野
重
和
、
次
に
陸
奥
頭
重
政
、
次
に
筑
後
頭
重
邦
、

次
に
静
江
重
信
な
り

小
社
四
所

石
か
坪
の
伊
祭
血
社
0
薬
王
子
の
人
元
社
0
本
屋
々
腎
木
山
社
0
占
野
の
入
満
宮

森
神
三
所

鶴
岡
山
の
厳
島
神
養
夫
疫
神
荒
魂
神
0
堂
戻
(
床
)
の
地
主
神

大
田
村

人
飯
彦
命
神
社

飯
1
,
一
"
<
坐

祭
神
、
大
背
飯
一
屈
大
人
0
神
体
、
木
像
弌
臂
形
鏡
一

宗
雄
云
、
此
祭
神
は
頭
註
に
拠
る
な
れ
と
述
な
り
、
飯
字
に
泥
め
る
な
ら
む
、
是
は
大
御

食
神
と
も
御
食
津
神
と
も
申
す
に
て
、
即
て
豊
又
大
神
に
坐
す
、
然
は
女
神
な
る
を
彦
命

と
あ
る
を
疑
ふ
も
有
へ
け
れ
と
、
此
◆
は
後
人
の
謹
人
に
て
三
代
実
曾
大
飯
神
と
あ

八
神
村

若
一
王
子
神
社

王
子
迫
(
迴
)
鎮
坐

祭
神
、
一
探
日
神
0
神
体
、
木
像
ハ
き
明
竺
午
九
月
、
奉
作
造
師
市
山
住
サ
尾
対
馬
守

重
次
0
鏡
弌
台
昼
政
六
甲
寅
犬
弥
生
吉
日

'
匪
云
、
若
一
王
子
沖
長
野
神
と
同
神
な
り
、
ψ
註
兀
禄
十
上
年
の
棟
札
驫
野
権
現

若
一
王
子
と
あ
る
を
證
と
す
へ
し
、
然
る
を
王
子
の
文
字
発
ミ
天
照
大
御
神
と
も
一
獣

H
命
と
も
邇
々
藝
<
叩
と
も
申
す
は
述
な
り

祭
円
、
九
打
七
日

虚
物
、
本
仕
・
拝
可
・
鳥
居

棟
札
に
＼
上
1
 
一
王
f
、
貞
1
年
戊
辰
十
一
月
吉
日
0
同
、
熊
野
権
現
若
一
王
子
御
宝

元
禄
十
三
己
卯
1
月
0
同
、
正
竺
年
癸
巳
十
二
努
吉
日
0
同
、
若
一
王
子
社
、
大

壁:
■
神
・
若
一
モ
子
・
大
歳
大
明
神
・
神
田
客
大
明
神
・
細
川
幸
地
大
明
神
・
上
森
祝
士
大

弥

明
神
・
下
森
冨
士
権
現
、
神
主
坂
根
和
是
1
次
、
享
保
十
乙
巳
天
称
生
日
0
再
建
立
、
元

文
五
庚
中
年
菊
月
七
日
0
上
芽
、
寛
延
三
年
庚
午
七
阿
十
六
日
0
新
再
建
、
宝
暦
十
一
.
壬
午

年
九
打
七
日
0
拝
殿
斯
建
立
、
明
和
八
辛
卯
火
九
月
七
日
0
新
再
建
、
寛
政
卜
戊
午
年
十
河

十
二
日
9
鳥
居
新
建
立
、
願
主
石
田
砥
右
衛
門
0
1
台
、
文
政
六
癸
未
年
0
同
、
慶
応
元
乙

丑
年
菊
門
人
口

小
社
六
所

士
子
迴
の
大
歳
社
0
同
所
の
大
元
社
0
松
尾
の
厳
嶋
社
0
神
田
川
の
客
神
社
0
神
福
地
の
冨

士
汁
0
信
所
の
稲
宿
社

森
神
一
一
所

石
原
山
四
所
地
主
神
0
木
原
山
の
四
所
地
主
神
0
上
山
の
地
主
神
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る
を
正
と
す
へ
し
、
か
く
て
是
を
於
保
伊
太
の
袖
と
訓
へ
し
、
大
飯
田
の
義
な
り
、

氾
1
村

を
太
田
と
唱
へ
、
鎮
坐
す
山
を
飯
山
と
呼
は
由
あ
る
へ
け
れ
と
、
飯
田
村
甑
社
あ
れ
は

容
易
に
式
内
と
は
定
め
か
た
く
な
む

祭
日
、
九
月
廿
三
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
奉
新
再
建
大
権
現
宮
御
殿
マ
設
就
攸
、
天
明
一
'
年
器
年
九
児
共
日
、
御
代

官
川
崎
平
右
衞
門
殿
、
神
キ
将
近
江
頭
サ
傑
重
主
、
太
田
村
頭
百
姓
石
田
権
左
衛
門

山

根
喜
右
衛
門
云
云
、
裏
に
此
度
社
地
を
広
め
し
事
あ
り

宝
器
、
額
一
面
、
大
飯
彦
命
神
社
相
祇
縛
嶺
卜
部
朝
臣
良
条
、
文
化
十
一
小
戌
仟
W
村

に
下
る

末
社
、
稲
倉
魂
神

同
、
金
山
彦
神

小
社
四
所

櫻
谷
の
金
屋
子
神
0
同
所
の
船
(
舩
>
玉
神
0
同
所
の
山
神
0
同
所
の
愛
宕
御

森
神
二
所

大
元
森
の
大
元
神
0
山
根
(
森
)
の
地
主
神

渡
津
村

大
年
神
社

鶴
山
鎮
坐
0
神
弛
二
乙
丑
年
六
月
、
伊
勢
別
宮
勧
請
と
云
伝
ふ

宗
雄
云
、
渡
津
村
の
塩
田
と
云
処
に
鎮
坐
す
、
此
勧
"
頭
註
に
拠
た
る
も
の
な
り

祭
神
、
大
年
神
稲
倉
魂
命
0
神
体
、
木
像
三

祭
日
、
九
月
十
五
日

建
物
、
本
社
・
釣
屋
・
拝
所
!
H
店

棟
札
、
奉
新
再
建
立
大
歳
火
明
神
獅
殿
工
天
享
保
七
壬
寅
年
九
月
吉
祥
貝
祠
官
高
橋
宮

内
少
重
頼
0
御
殿
屋
根
替
"
長
床
新
建
立
、
嘉
永
四
辛
亥
年
四
月

社
領
、
高
一
斗
一
升
、
此
現
米
二
斗
三
升

升
寸
戸
0
生

大
満
宮渡

津
鎮
坐

祭
神
、
菅
原
神
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
九
月
廿
五
日

建
物
、
本
社
・
釣
屋
・
拝
所
・
鳥
居

弌

宝
器
、
銅
幣
二
、
延
享
二
乙
丑
年
九
月
1
日
、
願
主
藤
田
氏
酉
年
、
同
年
同
凡
願
主
山

藤
氏
寅
年

末
社
、
稲
荷
社

八
嬌
宮
若
宮
[
社
]

八
幡
宮力

一
f
、
、
1
金
人
一

匙
N
 
応
神
天
皇
0
神
体
、
木
像
・
鏡

宗
雄
云
、
八
重
葎
に
此
祭
神
を
臣
津
奴
命
と
あ
り
、
{
璽
本
、
御
鏡
は
径
三
寸
六
分
の
せ

ふ
こ
形
な
り
、
陰
中
村
朝
右
衛
門
、
代
々
所
持
な
る
か
、
明
治
四
辛
未
年
正
打
晦
日
奉

九
し
、
神
休
と
す

荒
神
社

納
い

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居
二

八
幡
宮
宝
殿
上
昔
、
天
保
三
壬
辰
年
五
河
六
B
0
同
、
嘉
永
四
辛
亥
年
長
月
十
一
日

棟
札
、

0
仟
殿
再
建
立
、
嘉
永
七
甲
寅
年
長
月
十
日
0
上
葺
、
元
治
元
甲
子
年
十
三
月
十
八
日

阿
十
一
日

末
社
、
稲
荷
社
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長
田
鎮
坐

祭
神
、
応
神
天
皇
・
仁
徳
天
皇
0
神
体
、
木
像
・
鏡

祭
日
、
九
村
十
二
日

建
物
、
本
社
・
釣
屋
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
、
奉
再
建
若
宮
・
八
幡
宮
両
社
御
宝
殿
一
宇
攸
、
石
州
長
戸
村
大
元
天
f
、
施
主
西
谷

囲
七
、
氏
子
万
民
、
万
治
二
己
亥
九
月
吉
日
、
神
主
郷
津
祗
園
大
夫
出
雲
Ω
再
建
若
宮

八

幡
宮
界
、
延
宝
七
未
、
神
主
宇
津
盟
坐
一
太
夫
、
長
田
大
天
王
、
施
主
神
願
人
三
人
神
f

山
藤
七
左
衛
門
・
藤
田
茂
右
衛
門
・
藤
田
惣
太
郎
、
裏
師
津
加
塗
石
衛
門

宗
雄
云
、
此
二
の
棟
札
に
て
想
へ
は
、
長
田
を
長
戸
と
ー
し
に
や
、
ま
た
宇
津
の
下
に

巻
字
を
脱
し
、
大
天
王
は
大
元
天
王
と
あ
る
元
字
を
脱
な
ら
む

再
建
、
宝
暦
二
壬
申
年
九
打
十
一
日
0
同
、
犬
明
四
甲
辰
年
九
月
十
二
U
0
尾
恨
替
鏑
薗
再

建
、
弘
化
四
丁
末
年
九
月
十
一
日

小
社
七
所

塩
田
浦
の
御
崎
社
、
祭
神
分
士
奴
美
神
・
猿
田
彦
命

宗
雄
云
、
御
崎
神
と
は
大
概
大
元
神
を
申
す
こ
と
諸
所
に
御
嫡
谷
の
大
元
神
な
と
中
す
か

多
を
以
て
知
り
、
ま
た
此
神
の
祭
に
御
崎
祭
ま
た
御
嫡
を
払
ふ
な
と
云
事
の
有
に
て
知

へ
し
、
御
崎
と
は
幸
魂
を
云
ふ
、
然
ら
ハ
此
所
な
る
も
大
元
神
な
る
へ
き
に
、
祭
神
の
異

な
る
は
い
か
な
る
訳
か

同
所
の
柳
本
社
0
同
所
の
浦
戎
社
0
同
所
の
町
の
戎
社
0
加
戸
の
浦
(
戎
山
)
の
戎
社
0
渡

津
の
戎
社
0
長
田
の
金
屋
子
社

森
神
三
所

塩
田
の
大
元
神
0
渡
津
の
大
元
神
0
長
田
の
大
元
神

社
領
、
高
一
斗
、
此
現
米
一
斗

江
田
村

祇
園
神
社
[
山
邉
神
汁
」

山
湿
辻
N
雛
0
大
和
国
よ
り
"
叫
旧
名
御
魂
神
社
と
唱
ふ

{
研
云
、
山
邉
山
と
云
も
近
頃
云
出
た
る
も
の
に
て
拠
な
く
、
大
和
国
よ
り
勧
雲
云
は

一
顕
^
に
^
て
た
る
に
て
、
御
^
^
と
は
同
^
盲
に
^
都
.
^
と
あ
る
を
と
り
て
そ
れ
と
田
^
は
る
＼

リ
覽
゛
、

様
に
記
キ
气
や
か
て
式
内
の
山
邉
神
社
と
な
さ
む
下
巧
と
推
察
せ
ら
る
、
左
の
棟
札
に
露

は
か
り
も
か
、
る
事
の
無
に
て
知
へ
し
、
八
重
葎
に
祇
園
社
貞
観
十
一
年
播
州
麿
歪
神
社

を
祭
上
と
あ
り

祭
神
、
神
速
須
佐
之
男
命
・
櫛
稲
田
姫
命
・
三
女
神
・
五
男
神
0
神
体
、
木
像
男
女
二
、

鰐

口
形
鏡
、
表
に
仏
像
あ
り
、
裏
に
支
半
御
穫
園
牛
頭
天
王
>
十
時
天
正
十
四
稔
丙
戌
卯
月
吉

円
、
大
檀
那
伴
氏
朝
慶
莨
,
而
認
」
史
太
夫
、
地
下
一
味
詣
衆
敬
白
0
左
右
木
像
八

社
伝
、
祇
園
宮
勧
訥
詳
な
ら
す
、
元
山
邉
山
の
古
木
の
本
に
御
魂
神
と
唱
条
謹
鴫
器
巫

す
、
栩
殿
櫛
稲
田
姫
命
は
炎
7
岡
本
七
1
郎
の
先
机
片
矣
海
辺
に
て
寄
木
を
拾
け
る
と
き
海

中
に
武
星
の
声
あ
り
て
神
体
の
如
き
物
寄
来
れ
る
を
拾
揚
し
に
、
音
楽
の
声
は
止
た
り
、
此

所
今
ハ
御
旅
^
と
な
れ
り
、
外
に
^
人
嘉
久
志
^
よ
り
還
り
掛
り
し
^
、
^
人
、
右
の
神
体

同

を
持
保
り
て
吉
木
の
元
七
磊
倫
を
立
て
祭
上
丈
是
は
当
今
由
村
市
郎
の
先
祖
な
り
、

か
く
て
^
^
の
^
^
に
御
^
^
^
に
^
ロ
^
す
へ
し
と
^
尿
柘
ふ
、
^
て
相
^
と
な
し
^
る
、
^
<

後
社
僧
あ
り
て
五
男
三
女
神
を
も
相
殿
に
祀
て
祇
園
天
皇
と
唱
へ
奉
る

宗
雄
云
、
八
所
示
に
思
案
橋
甘
天
草
筒
に
て
拾
上
る
、
今
に
草
筒
屋
敷
あ
り
と
あ
り

降

昔
し
本
社
焼
失
の
と
き
御
神
体
唐
ル
籍
の
松
木
に
降
醐
ま
す
故
に
彼
浦
に
祇
園
社
あ
り
と
云

伝
ふ
0
大
宮
司
古
祷
近
江
嫡
子
愛
之
助
と
横
田
平
兵
衛
嫡
子
好
三
郎
と
幼
少
の
と
き
御
神
体

を
持
出
し
か
、
愛
之
助
は
狂
気
し
了
家
督
出
来
す
、
好
二
郎
は
幼
少
に
似
合
さ
る
能
書
な
り

し
か
、
遂
に
祭
'
な
る
Ω
希
二
f
戌
年
十
河
四
日
、
火
あ
り
て
江
津
の
こ
り
無
く
焼
失

せ
り
、
か
く
て
嘉
永
單
亥
年
九
月
十
四
日
早
朝
、
社
頭
よ
り
大
宮
司
と
呼
者
あ
り
、
此
時

大
'
^
呂
司
高
橋
伊
予
は
准
^
^
中
な
れ
は
、
神
村
の
^
人
高
橋
{
^
衛
と
云
^
居
合
せ
工
^
た
る
に
、

]6
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百
姓
木
原
屋
忠
兵
衞
と
云
者
に
翻
嵳
せ
し
と
思
は
れ
て
、
其
方
に
は
申
し
熱
し
、
誰
慎
中

に
て
も
苦
か
ら
す
大
宮
司
・
村
役
人
一
同
に
来
る
へ
し
と
な
り
、
故
に
皆
々
同
道
ゆ
き
た
る

に
、
忠
兵
衛
は
二
畳
台
に
真
向
に
居
り
、
我
は
祇
園
宮
な
り
、
一
希
三
年
の
大
火
よ
り
五
十

年
に
あ
た
り
、
亦
々
大
火
の
憂
あ
る
へ
し
、
我
{
寸
る
と
い
へ
と
も
叶
難
き
所
あ
り
、
社
人
と

も
七
日
の
内
に
大
宮
七
座
の
大
祭
を
致
さ
は
免
る
事
も
あ
ら
む
、
右
の
祭
は
鳥
居
の
上
に
天

照
大
神
宮
な
ら
ひ
に
八
百
万
神
々
を
勧
請
し
、
箇
様
々
々
致
せ
よ
、
大
宮
司
鼓
を
打
て
と
云

寛
て
気
絶
せ
し
か
、
半
時
は
か
り
し
て
正
気
に
な
れ
り
、
故
に
始
末
を
問
に
、
,
穫
の
力
内

と
云
者
呼
来
れ
る
故
に
社
参
せ
し
か
、
其
後
の
事
は
知
ら
す
と
云
り
、
力
内
を
呼
て
尋
る
に

呼
に
行
し
事
な
し
と
云
ふ
、
弥
奇
異
の
思
を
な
し
、
九
月
十
八
日
に
御
神
託
の
通
り
大
宮
ヒ

座
の
大
祭
を
仕
奉
る
に
御
神
慮
に
や
叶
け
む
、
遂
に
火
災
は
無
り
け
り
0
安
政
六
己
求
歳
、

コ
ロ
リ
と
唱
る
病
流
行
し
て
隣
村
死
人
多
し
、
当
村
に
は
大
祭
を
仕
奉
り
、
神
幸
を
な
し
奈

れ
る
か
、
遂
に
病
難
を
免
れ
て
安
全
な
り

祭
日
、
六
月
十
四
日
0
七
月
七
日
の
神
事
に
、
神
体
に
化
粧
と
て
白
粉
を
着
る
、
是
に
よ
り

(
北
共
)

て
け
は
い
免
と
云
字
あ
り

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
、
再
造
上
葺
、
元
和
匡
1
巳
六
打
上
百
、
右
建
立
"
郷
津
内
元
住
山
桜
.
h
鄭
と
衞

津

門
尉
乙
丑
年
、
裏
に
占
神
山
祇
園
天
呈
祠
官
宇
治
宮
内
大
輔
0
両
建
上
卦
、
寛
永
十
三
年

丙
子
二
月
十
五
日
、
右
建
立
占
郷
津
内
山
根
道
雲
公
、
神
主
宇
津
宮
内
太
夫
0
奉
新
地
替
、

寛
永
十
伍
稔
林
鐘
吉
祥
貝
略
文
に
山
根
契
郎
社
地
寄
附
0
再
建
舞
殿
エ
モ
寛
永
十
五

年
六
月
吉
祥
貝
本
願
占
{
于
津
巻
宮
内
云
云
0
覆
御
逐
玉
慶
安
元
災
月
0
再
建
、

延
宝
七
年
己
未
六
月
十
四
日
0
再
建
、
延
1
乙
丑
年
六
打
卜
凶
゛
傑
氏
将
山
城
{
1

頼
0
修
覆
、
嘉
永
七
甲
寅
年
八
月
十
七
日
、
大
宮
司
高
橘
伊
予
藤
原
正
郷
・
岡
常
陸
電
忠
、

庄
屋
仁
陛
藤
右
衛
門
、
頭
百
姓
飯
田
六
郎
右
衛
門
・
同
久
左
衛
門
・
藤
田
禎
之
助
・
織
田
三

右
衞
門
、
世
話
人
豊
田
房
次
郎
・
藤
田
芳
左
衛
門

社
領
、
高
五
石
一
斗
九
升
九
合
九
勺
九
才
、
此
現
米
三
石
九
斗
四
升
六
合
L
勺
、
永
鉱

^
日
、
^
打
^
^
日

七
百
文

末
社
、
住
吉
神
、
祭
日
三
月
三
日
・
七
月
七
日

同
、
恵
美
須
社

同
、
水
神
稲
荷
社

同
、
天
池
曳
祭
日
正
月
廿
五
日

同
、
少
彦
名
神
社
、
祭
日
十
二
月
三
日

社
人
、
」
将
藤
治
、
家
筋
寛
文
中
ご
局
橋
山
城
、
神
村
宇
津
巻
出
雲
よ
り
社
職
の
譲
を
受
け
、

「
藤
治
ま
て
六
代
相
続

{
誕
云
、
山
城
、
次
に
河
内
、
次
に
近
江
、
次
に
伊
予
、
次
に
大
和
、
次
に
藤
治
な
り

大
郁
御
社

衝
山
鎮
坐

祭
神
、
大
年
神
・
稲
倉
魂
神
、
相
殿
一
璽
宗
神
0
神
体
、
木
札
、
銘
に
大
歳
大
明
神
0
相
殿
、

御
体
、
木
像
三
、
面
異
形

{
一
垂
冥
稲
倉
魂
神
は
明
治
四
年
の
春
改
の
時
に
も
無
し
、
神
体
も
無
く
、
木
札
の
銘
に

後

あ
る
へ
き
に
無
を
思
へ
は
、
焚
t
に
書
加
た
る
も
の
な
り
、
惣
て
大
歳
神
社
と
あ
る

に
古
く
は
頭
註
に
よ
り
て
大
歳
神
・
稲
倉
魂
神
と
云
ひ
、
近
頃
は
大
年
御
年
若
年
神
な
と

も
云
と
皆
固
有
の
社
伝
に
非
す
、
祉
命
私
に
定
た
る
も
の
多
し

神
奇
、
文
久
三
癸
亥
年
、
社
人
一
鼎
常
陸
、
高
嶋
廣
之
助
と
談
合
て
林
次
と
云
者
を
し
て
社

(
弐
)

頭
の
楞
枝
を
伐
た
る
か
、
十
日
は
か
り
し
て
両
人
と
驫
病
を
発
し
て
遂
に
死
し
、
林
次

は
其
年
の
冬
＼
船
に
敷
れ
て
死
た
り
0
同
年
、
大
工
某
、
死
桟
あ
り
し
を
輝
な
く
御
殿
の
事

(
鍔

に
九
つ
さ
は
り
て
雙
に
て
足
を
切
る
0
明
治
四
辛
未
年
春
、
桶
屋
傳
一
と
云
質
か
ね
て
此

山
に
て
薪
を
と
り
し
か
、
鳥
を
と
る
と
て
転
倒
て
手
を
折
る
0
金
屋
倉
之
助
と
云
質
百
日

参
語
し
て
難
病
治
す

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
鳥
居
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棟
札
、
喪
大
歳
大
明
神
、
寄
進
旦
主
当
村
中
、
地
乍
中
島
又
左
衛
門
、
一
様
七
天
甲
戌
五

0

河
吉
祥
日
、
神
主
宇
津
槙
日
向
太
夫
ま
九
書
荒
神
工
子
、
同
年
同
文
言
0
奉
新
再
建
立
大

0

歳
大
明
神
、
享
保
九
甲
辰
年
九
月
廿
日
ヨ
リ
廿
一
日
、
本
願
仁
陛
氏
米
之
歳
紫
郎
ま
ー

寳
荒
神
御
宝
殿
、
享
保
九
甲
辰
鳳
匝
祠
官
大
雷
圏
囲
0
再
建
立
両
社
御
宅
壁
寛
政
七
乙

卯
歳
初
冬
廿
日
0
鳥
居
、
文
化
十
四
年
f
丑
正
月
へ
)
蚕
松
立
両
社
御
本
殿
、
弘
化
四
丁
未

年
十
二
月
十
九
日
0
再
建
立
、
文
久
三
癸
亥
年
九
月

稲
荷
神
社

魯
縊
鎮
坐
0
寛
政
中
再
建

祭
神
、
保
食
神

祭
日
、
四
月
十
五
日

建
物
、
本
社
・
鳥
居
二

小
社
三
十
八
所

、
主
'

舉
山
の
住
吉
神
0
城
構
の
稲
荷
社
0
同
所
の
天
満
宮
0
同
所
の
玉
従
祭
神
慈
山
の
城
'

代
謡
0
祇
園
社
境
内
の
玉
荏
祭
神
一
器
氏
代
1
0
東
向
寺
(
番
木
)
の
大
杉
社
、
祭
神

大
杉
大
明
神
・
厳
島
神
・
樋
何
神
元
、
神
体
石
・
木
像
・
 
N
气
一
器
に
稲
荷
大
明
神
、

匿

裏
に
慶
応
元
年
乙
丑
七
月
、
本
宮
器
木
寺
右
州
銀
山
附
那
賀
郡
郷
田
村
東
向
十
藤
、
棟
礼
に

^
、
^
^
^
^
^
^
明
神
・
^
島
^
明
神
气
^
^
^
^
^
大
明
神
、
慶
」
^
一
^
^
^
^
ル
^
^
万
日
、

大
檀
那
当
御
料
主
鍋
田
三
良
右
衛
門
尉
、
大
願
径
持
法
印
宥
"
天
器
主
織
忠
之
輔

美
孝
云
云
、
略
文
に
当
村
之
姓
横
田
氏
金
丘
面
常
州
阿
波
村
大
杉
大
明
神
、
別
当
女
恩
寺

語
、
明
神
之
離
業
工
云
0
同
所
の
金
刀
比
賊
妥
棟
札
に
奉
懲
崟
刀
比
羅
社
二
壁

大
権
現
・
愛
宕
大
権
現
、
安
政
四
丁
巳
林
鈍
1
日
、
現
住
別
当
発
願
、
権
大
僧
都
宥
鴛
師

云
云
0
光
福
山
の
秋
葉
社
0
西
暁
寺
の
金
毘
(
刀
比
)
羅
社
0
願
成
寺
四
、
十
番
神
0
尾
酋

沖

の
稲
荷
社
0
同
所
の
稲
荷
社
0
町
屋
敷
の
恵
美
須
社
0
幸
島
の
辨
才
天
社
0
冲
田
の
伊
都
久

之
末
社
0
町
屋
勢
祇
園
社
0
魚
見
下
の
舩
玉
社
0
出
(
士
)
床
の
仁
陛
氏
鎮
'
ー
ミ
0

鵡
山
の
飯
田
氏
鎮
{
'
社
0
鶴
山
〔
社
内
]
の
稲
荷
社
0
神
山
終
田
氏
鎖
宰
.
粒
(
V
同
所

の
飯
田
氏
鎮
1
社
0
同
所
の
湊
氏
鎮
{
'
社
0
同
所
の
本
山
氏
鎮
{
'
社
0
同
所
の
尿

氏
鎮
1
■
社
0
同
所
の
金
川
氏
鎮
ー
ル
社
0
月
航
山
の
稲
荷
社
0
番
木
の
小
川
氏
鎮
{
'
社

森
神
五
所

神
山
の
深
野
氏
鎮
{
1
神
二
0
同
所
の
高
島
氏
鎮
1
立
神
0
同
所
の
益
田
氏
鎮
1
樺
0
焚

(
名
)
荷
迫
の
上
野
氏
鎮
1
四
神
0
か
け
の
は
な
分
ケ
ノ
鼻
)
の
鎮
1
神

.

江
田
村
の
小
社
の
項
目
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
0
0
氏
鎮
辛
心
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
那

賀
郡
神
社
1
帳
」
の
江
田
村
の
項
目
で
は
、
す
べ
て
子
註
一
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
那
賀
郡
神
禁
凹
上
帳
」
で
は
、
江
田
村
の
五
ケ
所
の
森
神
は
す
べ
て
「
霊
神
」
で
は
な
く
、

「
地
主
神
」
三
鞍
さ
れ
て
い
る
。

、
一

千
金
村

八
蟠
宮八

蟠
山
祭
上

祭
村
応
村
天
皇
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
八
月
廿
六
日

ル
蛎
、
本
社
・
幣
殿
・
神
楽
所
・
鳥
居

造
立
宝
壁
宇
、
大
檀
那
丁
丑
米
原
彦
右
衛
門
尉
、
元
和
五
年
己
未
八
打
十
三
日
0

、

"
果
札

上
都
殿
丁
Υ
、
万
治
二
己
亥
年
菊
月
五
日
、
本
N
尾
庄
右
衛
門
神
主
宇
聖
」
坐
一
太

夫
0
再
建
八
幡
大
豊
呈
知
宝
殿
一
宇
、
貞
1
と
丑
午
卯
月
十
二
日
、
本
願
人
庄
屋
忠
左
衛

<
マ
こ

門
0
再
建
>
兀
文
四
年
丁
米
八
月
吉
祥
日
、
{
玉
語
号
僕
庄
屋
森
脇
喜
七
郎
、
当
屋
森
脇

惣
兵
衛

の
と
き

神
事
あ
ー
1
其
当
番
の
家
な
る
へ
し

{
、
礎
云
、
当
屋
と
は
{
●
と
も
云
ふ
、

共
斗
、
此
現
米
二
斗
八
升
七
合

社
領
、
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エ
モ
の
大
明
神
社

森
神
二
所

勝
地
の
大
元
神
(
社
)
 
0
朱
湊
の
水
神
[
社
]

田
野
村

大
元
神
社

竹
之
内
鎮
坐

祭
神
、
國
常
立
尊
0
神
体
、
木
像

(
彬
力
)

宗
雄
云
、
衣
冠
坐
像
、
右
手
に
挿
、
左
手
に
玉
を
持
坐

祭
日
、
九
月
廿
四
日

建
物
、
本
社
・
祥
楽
所
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
神
耀
大
歳
大
明
神
、
'
火
正
盟
画
更
裏
に
願
主
笠
井
順
次
良
・
村
穂
人
隅
0
大
,
兀

大
明
神
拝
殿
新
建
立
、
嘉
永
五
f
子
稔
補
円
四
日
、
庄
屋
千
代
延
慱
九
郎
、
太
里
笠
井
久

太
郎
・
都
野
九
兵
衛
、
神
主
村
穂
因
幡
器
原
重
定

宗
雄
云
、
大
歳
大
明
神
と
あ
る
そ
本
な
る
へ
し
、
若
は
大
元
と
云
は
大
年
神
な
ら
む
か
、

尚
考
へ
し

小
社
八
所

竹
内
の
塚
神
社
0
せ
ん
か
(
世
牟
加
)
の
蛭
子
社
0
舟
床
の
金
屋
(
子
)
神
社
0
同
所
の
塚

神
社
0
戎
垰
の
蛭
子
社
、
神
体
石
像
長
一
尺
五
寸
0
森
の
荒
神
社
0
冷
昌
寺
の
稲
荷
社
0
大

野
の
地
主
社

森
神
十
六
所

竹
内
の
人
元
神
0
新
家
の
客
神
0
二
牙
地
主
神
O
W
の
水
神
0
竹
田
男
地
主
神
0
才

^
の
^
桝
^
古
^
^
の
^
主
神
^
^
^
山
^
晃
^
L
^
也
飢
人
^
の
"
筥
村
^
ル
地
の
^
1
神
^
屋

小
社
一
所

敷
(
地
)
の
若
筥
神
0
か
ら
ひ
と
(
加
良
比
止
)
の
地
主
社
0
殿
正
の
地
主
神
0
舟
床
の
水

神
0
同
所
の
水
神
0
杉
本
屋
の
水
神
0
せ
ん
か
(
世
命
加
)
の
水
神

十
削
川
上
村

八
靈
鄭
縦
0
旧
地
市
村
器
岡
山
、
応
和
二
年
当
地
に
移
す

祭
袖
、
伊
壮
藍
専
・
事
解
男
尊
・
速
玉
男
尊
0
神
体
、
木
像
三

宗
雄
工
、
八
重
葎
驫
野
権
現
と
あ
り
て
天
契
神
・
事
坂
男
命
・
速
玉
男
命
と
あ
り
、

ー
、
諾
は
冊
な
る
へ
し

祭
日
、
九
月
卜
一
日
0
社
伝
に
十
二
月
三
日
の
神
事
に
必
風
雨
あ
り
と
云
ふ

棟
札
に
、
石
州
那
賀
郡
川
上
郷
内
八
重
山
権
現
御
宝
殿
一
棟
、
当
本
地
尋
、
地
蔵
薩
睡
吉
祥

〔
擁
し

火
之
尊
蝉
岡
削
云
.
一
ム
、
伝
心
大
契
徐
氏
朝
地
長
籏
癸
卯
御
歳
、
元
確
四
年
癸
酉
四
月
廿
九

日
、
小
務
大
輔
花
押
、
袮
宜
太
夫
花
押
、
裏
に
此
以
前
造
立
、
応
永
十
九
年
壬
辰
年
二
月
晦

遷
宮
五
百
八
年
堅
固
四
人
永
二
年
丕
午
年
九
月
廿
一
日
、
及
大
破
、
当
年
到
癸
酉

、

U五
十
二
郁
問
其
跡
無
,
。
今
再
興
如
件
0
上
葺
八
重
山
大
権
現
舞
殿
一
棟
之
事
、
信
心
之
施
主

郷
内
十
二
五
姓
之
氏
子
大
檀
那
催
士
七
郎
右
衛
門
、
本
願
寺
屋
敷
之
与
宗
右
衛
門
、
大
宮
司

マ

マ

村
尾
藤
左
衞
門
尉
治
扶
、
天
正
二
十
一
癸
巳
二
月
吉
祥
日
、
裏
に
大
槽
那
藤
原
朝
臣
天
野
元

?
3

政
ご
器
御
陣
立
モ
天
正
二
十
壬
辰
三
月
六
日
也

宗
雄
云
、
大
宮
司
の
一
忌
玉
色
新
し

(
J

,
「

再
璽
殿
、
寛
文
元
"
郁
九
1
U
、
神
再
盲
亜
ぎ
宮
坐
主
村
尾
大
吉
・
平
床

(
載
L
)

甚
左
禽
・
今
福
次
郎
兵
衛
・
W
亥
右
衛
門
'
川
上
村
庄
屋
孫
兵
衛
0
造
立
坐
応
権

1
k
 
:
:
:
ー
、
.
 
L
 
」
＼
ー

'
誓
,
再
大
大
亟
次
、
庄
屋
山
本
茂
兵
衛
・
平
床
庄

現
、

儿

尻
ヒ
郎
H
<
一
y
水
・
島
田
仏
斤
補
、
惣
"
郷
内
氏
f
0
上
茸
、
宝
永
二
乙
酉
天
九
打
九
日
、

建
物
、
本
社
・
神
X

拝
所
・
鳥
居

.
"
:
山
御
社
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庄
屋
森
脇
忠
た
衛
門
、
神
主
村
穂
右
京
正
0
新
建
立
八
重
山
大
権
現
、
享
1
庚
子
犬
九
月

^
日
、
田
^
^
・
平
^
^
・
南
川
上
^
」
^
屋
名
^
、
同
^
^
^
^
々
^
^
一
一
^
衛
門
、
南
川

上
村
・
田
原
村
両
社
祠
官
神
主
村
尾
右
古
璽
償
重
信
・
同
姓
淡
路
頭
辻
僚
靈
則
0
上
葺
八

マ

7

重
山
権
現
戎
子
御
社
ご
禄
十
年
甲
午
九
月
日
、
文
中
に
当
社
延
野
柱
、
速
,
女

.
1
十

゛
,

.

解
男
・
伊
邪
聖
命
都
二
柱
神
也
0
再
雜
殿
、
享
保
十
六
辛
亥
八
月
、
村
尾
誇
一
轟
、

庄
屋
島
田
弥
三
右
衛
門
、
裏
に
村
尾
右
京
、
同
亥
年
十
N
卜
日
、
田
原
村
社
地
へ
隠
居
仕
候

0
奉
造
立
八
重
山
権
現
舞
殿
一
宇
、
本
願
政
屋
和
久
和
分
衛
門
、
大
枕
那
佐
々
木
久
右
衛

<
寛
永
、
ご

〔
弥
力
)

門
・
同
久
左
衛
門
、
神
主
村
尾
弥
宜
太
夫
、
寛
延
十
天
癸
酉
菊
月
五
日
0
上
葺
、
・
謡
十
庚

辰
年
卯
月
十
七
日
、
村
聾
網
記
・
同
名
将
監
0
同
、
明
和
六
己
丑
年
九
月
六
日
、
村
穂
,
俣

守
0
再
建
、
犬
明
六
丙
午
年
九
月
八
日
、
村
穂
大
隅
0
上
葺
、
文
化
二
丙
寅
年
四
乃
廿
四
日
、

村
穂
大
隅
正
重
頼
0
同
、
文
政
屍
辰
年
五
月
五
日
0
同
、
文
政
十
戻
寅
年
六
月
廿
八
U
、

村
穂
因
幡
重
定
0
拝
殿
新
建
、
天
保
卜
四
癸
卯
年
九
月
吉
日
0
宝
畿
就
、
弘
化
県
丁
未

九
月
、
村
穂
因
蟠
・
同
苗
多
仲

社
領
、
高
一
石
六
斗
七
升
、
此
現
米
八
斗
七
升
九
合
0
覚
、
面
石
四
斗
三
升
五
合
前
、

内
壱
石
六
斗
七
升
前
、
南
川
登
村
、
釡
山
権
現
料
壱
石
七
斗
六
升
五
合
前
、
田
原
村
梅
楽
山

天
神
料
右
之
通
り
、
両
社
之
御
神
料
二
而
小
笠
原
長
秋
様
御
判
御
頂
戴
仕
候
、
年
号
ハ
兀
珀

一
年
三
月
廿
八
日
之
御
判
÷
岡
御
座
候
、
以
上
、
再
九
年
己
卯
正
月
十
四
口
、
両
村
司
官

村
穗
糖
・
同
将
監
、
南
川
上
村
庄
屋
七
三
郎
殿
、
田
原
村
庄
屋
政
右
衛
門
殿

宗
雄
云
、
右
本
書
は
明
暦
元
乙
米
年
、
居
宅
出
火
の
と
き
焼
失
せ
し
と
な
り

末
社
、
金
刀
比
羅
社

同
、
粟
島
社

社
人
、
村
穂
實
、
家
筋
天
正
中
、
村
穂
藤
左
衛
門
、
後
商
貞
享
中
>
再
太
夫
よ
り
實
ま
て

十
代
相
続

{
玉
工
、
元
急
屯
中
務
大
輔
・
祢
宜
太
夫
等
あ
り
、
此
先
祖
な
ら
む

小
社
四
所

大
満
宮梅

楽
山
出
0
伝
云
、
陸
奧
国
よ
り
石
を
負
て
帰
り
、
堂
垰
と
云
ふ
所
に
置
し
と
い
ふ

祭
神
、
菅
原
神
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
月
十
五
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
拝
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
奉
造
立
天
満
天
神
器
工
于
、
明
徳
四
年
癸
酉
八
月
廿
二
日
、
願
主
伴
祐
康
次
花

山
祐
圏
同
國
義
・
同
國
幸
0
造
立
天
神
社
檀
舞
殿
工
天
寛
永
十
七
年
庚
辰
正
月
廿
七
日
、

大
宮
司
袮
宜
太
夫
、
田
原
村
与
三
左
衛
門
、
足
山
村
与
右
衛
門

{
靈
云
、
今
は
足
山
村
な
し
、
当
村
の
小
字
と
な
れ
り

衣
際
辻
磊
一
1
拝
殿
成
就
攸
父
玉
兀
甲
申
年
十
月
、
庄
屋
牛
尾
勘
右
衛
門
、
神
主
村
尾

右
一
極
0
再
建
御
舎
・
拝
殿
・
幣
殿
、
明
和
七
庚
寅
年
十
月
十
四
日
、
村
穂
相
模
{
該
原
重

親
、
祭
次
村
穂
勘
解
由
、
大
願
主
志
賀
野
門
蔵
0
上
葺
本
殿
、
明
和
八
辛
卯
年
二
月
十
八
日

0
再
造
瓣
殴
寛
政
三
辛
亥
年
1
月
卜
四
日
、
神
主
村
穂
大
隅
・
同
相
模
0
上
葺
御
舎
、
寛

1
原
,
F

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
こ
の
「
宇
」
の
語
は
な
い
。

号

局
栗
屋
敷
の
入
元
神
稲
荷
神
(
社
)
 
0
恵
口
鐘
所
の
金
屋
子
社
0
大
ゑ
き
(
塔
)
の
郡
山
神

0
同
所
の
宇
"
山
神

森
神
1
 
一
所

大
元
谷
の
大
元
神
0
奧
谷
の
大
元
神
0
赤
栗
の
地
主
神
0
高
栗
の
地
主
神
9
 
里
塚
の
地
主

神
0
小
田
屋
の
地
主
神
0
士
居
屋
敷
の
地
主
神
0
廻
田
の
大
元
神
0
恵
後
の
地
主
神
0
浅
井

号
士
國
神
0
わ
く
ハ
の
和
久
和
神
0
平
山
の
地
主
神

宗
雄
云
、
和
久
和
は
苗
字
な
り
、
寛
延
の
棟
札
に
あ
り
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政
六
甲
寅
年
十
河
十
四
日
、
遷
宮
0
上
砦
、
文
化
十
四
丁
丑
年
三
打
0
同
、
弘
化
五
戊
申
年

三
月
0
同
、
安
政
二
乙
卯
年
三
凡
神
主
村
穂
加
賀
0
同
、
明
治
二
己
巳
年
三
月
廿
五
日
、

遷
宮
、
神
主
村
穂
和
泉

社
領
、
高
一
石
七
斗
六
升
五
合
、
此
現
米
高
一
石
二
升
六
合

{
系
云
、
此
社
領
、
小
笠
原
長
耿
よ
り
附
ら
れ
た
る
こ
と
南
川
登
村
村
穂
氏
1
附
あ
り

森
神
十
二
所

大
元
の
大
元
神
0
船
(
舩
)
井
の
大
元
神
0
同
所
の
地
主
神
0
大
平
の
地
主
神
0
中
曽
の
地

主
神
0
新
屋
の
地
主
御
0
藪
田
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
中
垰
の
地
主
神
9
卜
田
原
の

地
主
神
0
岩
川
の
大
元
神
0
梅
楽
山
の
下
夕
宮
神

平
床
村

厳
島
神
社

中
垣
山
鎮
坐

祭
神
、
市
杵
島
姫
命
0
神
体
、
鏡
、
・
袈
に
藤
原
福
尚
作

祭
日
、
六
月
十
六
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
奉
再
建
厳
島
大
明
神
本
社
工
于
成
就
、
大
願
主
南
屋
重
蔵
、
天
保
四
癸
巳
讐

ヨj

十
六
日
、
祭
式
南
川
登
村
村
穂
因
幡
守
、
庄
屋
小
竹
善
蔵
、
組
頭
山
本
重
次
郎
0
奉
再
建
、

一
条
三
庚
戌
年
正
月
、
村
穂
加
賀
守
、
村
中
惣
氏
子
中
、
大
願
主
南
屋
良
平
0
再
建
屋
根
替
、

明
治
四
辛
未
年
二
月
廿
五
日
、
神
主
村
穂
實
、
庄
屋
大
屋
治
三
郎
、
ぎ
中
垣
山
、
抑
此
厳

島
明
神
様
、
天
正
元
年
ヨ
リ
始
ル
御
神
成
、
由
来
書
占
村
穂
氏
二
奉
納
也
、
組
頭
山
本
茂
一

森
神
五
所

W
 
(
面
)
の
地
主
神
0
水
口
の
地
主
神
0
狭
間
の
荒
神
0
北
津
屋
の
地
主
神
0
室
屋
の
地

主
神

大
元
の
大
元
神

八
啼
宮長

尾
山
釧
坐

火
N
 
応
神
天
皇
・
神
功
皇
后
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
八
月
廿
一
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
拝
所
・
神
庫
・
神
楽
所
・
馬
屋
・
鳥
居

棟
札 跡

市
村

社
人
、
河
野
巖
ご
家
筋
伊
予
国
河
野
未
流
、
久
安
五
己
巳
年
当
国
津
摩
浦
に
到
着
、
通
久
末

蕪
皇
後
守
、
当
社
職
と
成
り
、
巖
ま
て
十
四
代
相
続

若
一
王
子
神
社

若
迫
山
鎮
坐

祭
神
、
饒
速
日
命
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
三
月
十
四
日

建
物
、
本
村
・
拝
殿
・
神
楽
所

此
現
米
一
石
二
N
五
乃

(
・
三

社
領
、
八
幡
宮
領
の
内
に
あ
り

稲
荷
神
社

棟
札

一
エ
ポ
ー
ー
ー
、
人
二

稲
介
宛
命
0
耕
オ
轟
杓
節

小
社
一
所

A
小
.
日

社
領

郎
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祭
日
、
二
月
初
午
日

棟
札

大
満
宮梶

屋
敷
鎮
坐

祭
神
、
菅
原
神

祭
日
、
十
月
廿
五
H

建
物
、
本
社
・
神
楽
所

"

大
元
神
社

出
ゆ
原
鎮
坐

祭
神
、
國
常
立
命

祭
日
、
十
一
月
十
七
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所

棟
札

大
元
神
社

森
才
W
、
巫

祭
神
、
國
常
立
命

祭
日
、
十
一
月
十
三
日

建
物
、
本
社

棟
札

大
明
神田

淵
鎮
坐

祭
神
、
受
持
神

祭
日
、
ト
一
月
七
日

三
鳥
川
一
唯
可
辻

g
ユ
ゾ
仕
,
1
聖

祭
神
、
木
花
呼
屋
娠
命
・
稲
倉
魂
命

祭
口
、
二
打
中
午
日

"
紛
本
社
・
鳥
居

棟
札

金
ガ
比
羅
祗
園
秋
葉
神
社

南
澤
山
鎖
坐

ニ
÷
〕

祭
神
、
大
物
主
命
・
須
佐
男
之
命
・
大
己
貴
命
0
柳
体
、
木
像

矢
小
Π
、
人
月
1
三
口

棟
札

小
社
二
↓
一
所

山
崎
の
山
嫡
需
社
0
大
明
神
の
神
宮
社
0
中
岡
の
稲
荷
社
0
町
中
の
蛭
子
社
0
田
屋
の
大
明

神
0
森
合
の
大
明
神
0
水
穴
の
大
明
神
0
中
間
の
大
明
神
0
松
村
の
大
明
神
0
宮
浴
(
塔
)

の
大
明
神
0
寺
大
津
の
大
明
神
0
尾
八
の
大
元
社
0
蛭
子
屋
の
蛭
子
社
0
橋
本
屋
向
の
塚
神

0
狐
畑
の
稲
荷
社
0
梶
屋
敷
の
客
神
社
0
朧
川
の
大
明
神
0
出
口
の
地
主
社
0
小
田
木
の
水

天
筥
0
堀
越
の
地
主
社
0
岡
奧
の
稲
倚
社

.
辻
勿
本
f
 
・
叫
楽
チ

森
神
四
十
九
所

大
亢
迫
の
大
元
神
0
向
紺
屋
の
若
宮
神
0
肥
谷
の
河
内
神
0
家
上
の
塚
神
0
尾
八
の
地
主
神

0
吉
田
屋
の
地
主
神
0
横
淵
の
地
キ
神
0
三
反
田
の
地
主
神
0
半
田
の
大
明
神
0
む
く
ろ
う

し
(
椋
)
'
地
主
神
0
原
畑
の
荒
神
0
1
霊
神
0
萩
打
の
地
主
神
0
藤
迫
の
地
主
神
0

刀
打
の
人
歳
神
0
同
所
の
大
元
神
0
同
所
の
地
主
神
0
下
宮
の
地
主
神
0
佛
川
の
霊
神
0
水

建
物
、
本
社
・
拝
所

本
社
・
神
楽
所

棟
札
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穴
平
の
客
明
神
0
水
穴
の
地
主
神
0
な
げ
や
ふ
(
投
薮
)
の
地
主
神
0
松
村
の
地
主
神
0
又

五
良
の
大
元
神
0
同
所
の
地
主
神
0
足
谷
の
大
明
神
0
寺
大
津
二
の
地
主
神
0
宇
津
谷
の
地

主
神
0
鑪
の
鑪
大
明
神
0
野
田
の
大
明
神
0
西
谷
の
大
元
神
0
田
屋
の
地
主
神
0
ろ
い
合

棚

イ
)
の
塚
神
o
r
 
@
内
の
霊
神
0
棚
畑
の
地
主
神
0
道
上
の
地
主
神
0
火
塚
上
の
地
主

神
0
平
田
の
地
主
神
0
地
吉
の
地
主
神
0
原
田
の
地
主
神
0
大
谷
の
地
主
神
0
井
繁
の
地
上

神
0
上
手
の
大
明
神
0
八
幡
社
内
の
霊
神
0
同
所
の
霊
神
0
同
所
1
の
塚
神
0
同
所
の
稲

荷
神
0
同
所
の
霊
神
0
同
所
の
霊
袖

゛

「
那
賀
郡
神
註
印
上
帳
」
で
は
列
挙
の
順
番
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
確
定
的
で
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
以
下
同
様
。

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
L
 
で
は
、
「
寺
」
の
一
券
み
。

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
「
上
手
」
の
「
同
所
」
を
示
し
て
い
る
。

一
斐

§
幹
乱

千
田
村

大
元
神
社

上
奥
山
鎮
坐

祭
神
、
國
常
立
命
0
神
休
、
木
像

祭
日
、
十
月
十
一
日

建
物
、
本
仕
・
拝
所
・
料
楽
所
・
神
供
所
・
鳥
居

棟
札

末
社
、
天
狗
社

伺
、
大
歳
社

同
、
大
歳
社

大
歳
神
社

井
迫
山
鎮
坐
0
明
治
三
年
書
上
に
千
田
村
大
年
迫
大
年
神
社
、
右
至
極
旧
社
卜
相
見
申
候
、

(
選
)

唯
今
余
程
衰
誉
、
神
体
無
之
云
云
、
此
段
御
届
申
上
候
、
午
九
月
八
貝
三
浦
大
炊

弁
L

{
誕
云
、
三
浦
氏
公
巴
知
郡
日
和
村
社
人
正
道
な
り
、
当
年
旧
社
の
調
を
命
せ
ら
る
、
此

社
も
若
は
式
社
な
ら
む
意
あ
り
て
書
上
し
も
の
な
り
、
尚
考
へ
し

祭
神
、
大
午
神
0
神
体
、
木
像

匪
云
、
前
の
届
に
神
体
無
之
と
あ
り
、
い
か
＼

祭
日
、
十
一
月
十
八
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所
・
鳥
居

北社
領
、
高
四
斗
、
此
現
米
二
斗
五
升
八
合

嶋
星
山
壁
0
式
内
外
詳
な
ら
す

?
こ

・
匪
云
、
当
社
を
式
の
山
邉
神
社
な
ら
む
と
し
て
内
外
詳
な
ら
す
と
は
記
る
な
ら
む
、
或

書
に
も
千
田
村
と
あ
る
は
此
社
を
さ
し
九
る
も
の
な
り

斗

明
治
三
年
、
三
浦
氏
の
書
上
に
千
田
村
嶋
星
山
牛
王
山
邉
神
社
、
神
領
八
年
、
祭
日
十
月
十

(
布
翻
こ

五
日
、
祭
神
真
利
根
命
都
豆
御
魂
、
大
和
山
邉
郡
石
上
ヲ
遷
ス
、
白
竺
壬
子
年
七
月
鎮
坐

正
体
木
像
、
長
凡
一
尺
一
寸
、
祠
盲
雛
巻
淡
路
と
あ
り

宗
雄
云
、
惣
て
頭
註
に
拠
て
野
る
も
の
な
り

祭
神
、
真
利
根
命
0
神
体
、
木
像

〔
箆
畷
卜
Ⅱ
事
配
)

{
一
硫
云
、
帳
の
大
和
国
山
邉
郡
山
邉
御
縣
坐
神
社
を
延
佳
神
主
の
頭
鼈
蕎
事
紀
に
建
麻
利

尼
命
、
石
作
連
・
桑
内
連
・
山
邉
県
主
等
祖
と
あ
る
処
に
引
れ
た
り
、
頭
註
は
石
上
を
専

(
佃
昂
力
)

ら
と
り
、
書
上
は
両
端
を
採
て
真
利
根
命
都
豆
御
魂
云
云
、
と
記
せ
る
に
て
み
た
り
な
る

書
さ
ま
な
り

祭
日
、
十
月
十
五
日

建
物
、
本
社

一ノ
、
 
1
N
,
f
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社
領
、
高
八
斗
、
此
現
米
四
斗
四
升
三
合

客
神
社
大
元
社

大
歳
迫
鎮
坐

祭
神
、
建
御
名
方
命
・
國
常
立
尊
0
神
体
、
石

祭
日
、
十
一
月
廿
三
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所
・
神
供
所
・
鳥
居

棟
札

小
社
七
所

ほ
ふ
月
(
酸
將
水
)
の
客
神
社
0
大
歳
迫
の
照
日
社
、
旧
号
照
日
権
現
0
馬
久
延
の
大
歳
社
0

同
所
の
河
内
社
0
谷
金
の
大
歳
社
0
嶋
星
の
権
現
社
0
同
所
の
毛
利
氏
(
子
)
社

森
神
二
十
二
所

竹
内
の
牛
神
0
三
百
田
の
地
主
神
0
か
し
や
(
カ
シ
ャ
)
の
猫
神
0
大
畑
の
藪
神
0
廻
(
迫
)

の
地
主
神
0
同
所
の
猫
神
0
中
闇
の
地
主
神
0
新
屋
の
藪
神
0
添
地
の
猫
神
0
堤
の
幸
神
0

神
山
の
藪
神
0
同
所
の
幸
神
0
同
所
の
牛
神
0
同
所
の
馬
神
0
同
所
の
猫
神
0
同
所
の
犬
神

0
同
所
の
藪
神
0
大
迫
の
藪
神
0
段
畑
の
幸
神
0
谷
金
の
地
主
神
0
若
山
の
藪
神
0
嶋
星
Φ

の
手
祭

糠
札久

保
川
村

大
歳
神
社

加
部
山
鎮
坐

祭
神
、
宇
賀
御
魂
神
0
神
体
、
木
像
三

宗
雄
云
、
大
歳
神
い
か
て
宇
賀
御
魂
神
な
ら
む
や
、
然
れ
と
も
共
に
五
竺
幸
坐
ゆ
ゑ
混

た
る
に
て
由
あ
る
事
と
思
は
る
、
尚
別
に
云
へ
し
、
神
体
ハ
最
古
に
て
中
は
虫
喰
て
あ
り
、

器
神
器
り
て
禄
は
虫
喰
て
あ
る
を
知
ゆ
や
と
宣
ひ
し
と
里
人
語
れ
り
、
あ
な
か
し

こ

祭
日
、
九
月
七
日

建
物
、
本
社
・
拝
所

,

棟
札
に
、
奉
新
建
立
大
暦
大
明
神
社
頭
エ
モ
万
治
四
暦
卯
年
卯
月
吉
日
、
表
に
卯
四
月
十

四
日
、
大
暦
大
明
神
、
祈
念
神
主
宇
津
巻
出
雲
太
夫
0
再
建
大
歳
大
明
神
、
元
六
二
年
巳
十

一
月
吉
日
、
祈
念
神
主
郷
津
出
雲
太
夫
0
再
建
、
寛
保
三
癸
亥
年
十
月
吉
貝
本
願
主
嶋
田

宇
右
衛
門
、
行
主
宇
津
巻
掃
部
亘
規
、
久
保
川
村
十
二
氏
子
0
再
建
、
天
明
六
丙
午
年
十
月

け
六
日
、
願
主
嶋
田
栄
蔵
、
神
主
宇
津
巻
数
馬
0
再
建
、
文
政
四
辛
巳
年
十
一
月

宗
雄
云
、
大
暦
ハ
大
歳
元
六
ハ
元
禄
の
誤
な
り

社
領
'
二
斗
、
此
現
米
一
斗
二
升
四
合

客
殿
三
所
、
竒
石
窓
神
・
豊
右
窓
神
、
神
体
幣
、
祭
日
十
一
月
十
五
日

一
系
云
、
是
は
本
社
の
左
右
の
仮
屋
に
祀
る
、
明
治
三
年
の
書
上
に
ハ
無
し

嘉
久
志
村

十
羅
剰
女
"
神
社

宮
山
鎮
坐

祭
神
、
伊
井
鷲
寸
・
伊
井
冉
尊
・
五
男
神
・
三
女
神
0
神
体
、
木
像
十
二

・
釜
云
、
羅
剥
は
法
華
誓
あ
り
て
十
柱
の
女
仏
な
り
、
此
所
の
祭
神
は
強
て
十
の
数
に

合
た
る
に
て
後
人
の
所
為
な
れ
は
採
か
た
し
、
数
に
拘
る
へ
か
ら
丈
素
よ
り
神
社
あ
り

た
る
に
、
後
に
仏
名
を
負
せ
た
る
な
ら
む
、
 
1
型
f
、
神
体
は
本
殿
に
女
形
二躯

躯
1
玉
を
持
ち
、
唐
冠
・
唐
眼
長
一
尺
七
寸
あ
り
、
相
殿
に
女
体
八
躯
の
内
、

、

長
一
尺
五
寸
五
分
、
七
躯
、
長
九
寸
五
分
、
本
殿
二
躯
と
A
口
、
十
躯
同
作
な
り
、
是
そ
十

野
女
の
霊
代
な
る
へ
し
、
ま
た
相
殿
に
男
形
二
躯
、
長
一
尺
三
寸
八
分
、
最
古
作
な
り
、

翻刻藤井宗雄著『石見国神社記』巻三那賀郡上(前編)

-69-200



是
そ
固
有
の
神
体
な
る
へ
し
、
か
＼
れ
ハ
祭
神
ハ
定
め
か
た
し

相
殿
、
若
宮
0
寛
永
二
十
一
甲
申
年
八
凡
出
雲
国
日
御
崎
下
御
前
若
宮
社
よ
り
別
当
恵
光

慶

院
法
印
慶
雄
に
頼
ミ
当
村
小
川
市
右
衛
門
・
藤
田
九
左
衛
門
勧
曹
神
体
、
鰐
口
形
鏡
、
数

多
輿
と
共
に
出
雲
国
よ
り
来
る

宗
雄
云
、
元
禄
宍
出
雲
国
日
御
崎
修
覆
の
と
き
摂
社
末
社
を
改
め
ら
れ
た
る
内
に
、
石

州
波
志
浦
の
社
・
隠
浦
の
社
と
あ
る
、
隠
浦
は
嘉
久
志
浦
に
て
、
社
ハ
当
社
を
指
た
る
な

り

0
ナ
〕

1
故
、
寛
永
の
事
も
あ
り
し
な
ら
む
、
尚
波
志
の
処
に
云
を
見
へ
し

祭
日
、
九
月
十
九
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
神
殿
建
立
、
延
享
三
丙
寅
年
九
月
吉
日
、
当
社
袮
宜
小
林
傳
内
・
田
中
弥
平
衛
、

宮
座
九
人
名
略
0
明
和
七
庚
寅
年
九
凡
当
社
袮
宜
田
中
久
右
衛
門
・
田
中
彦
四
郎
、
筥
座

九
人
名
略
、
右
御
普
請
諸
入
目
村
辻
網
辻
自
寄
進
相
成
候
、
以
上
0
寛
政
二
庚
戌
年
九
河
、

当
社
袮
宜
田
中
彌
右
衛
門
・
田
中
彦
四
郎
・
同
森
脇
又
平
、
大
才
田
田
中
藤
五
郎
、
長
九

人
名
略
0
文
化
五
戊
辰
年
九
月
、
庄
屋
長
兼
帯
田
中
平
蔵
組
頭
嶋
田
延
右
衛
門
・
田
中
元

十
郎
、
五
人
組
名
略
袮
宜
田
中
平
蔵
・
森
脇
元
平
・
田
中
與
之
助
・
山
形
幸
助
・
田
中
惣

右
衛
門
・
田
中
彦
五
郎
、
宮
野
人
名
畷
浦
方
網
主
小
川
元
右
衛
門
願
雨
中
平
蔵
、

助
成
浦
方
八
人
名
略

宗
雄
云
、
平
人
に
て
祢
宜
を
称
す
る
は
昔
の
名
目
を
襲
ひ
継
け
る
な
り
、
祭
の
と
き
袮
宜

の
内
よ
り
順
番
に
て
神
事
の
宿
を
す
る
を
当
屋
と
云
ふ
、
宮
座
は
祭
事
に
立
会
家
な
り
、

此
辺
村
々
こ
の
事
あ
り
、
ま
た
当
村
に
刀
祢
河
内
と
云
ふ
字
、
ま
た
横
屋
と
い
ふ
家
あ
り

宝
墨
鈴
、
寛
政
九
丁
巳
年
、
立
川
小
太
郎
・
小
林
伴
蔵
・
小
川
冨
次
郎
・
村
上
清
助

林
嘉
十
・
田
中
寅
吉
、
寄
進

社
領
、
高
一
石
二
斗
、
此
現
米
七
斗
一
升
人
合

末
社
、
稲
倉
魂
命
、
祭
日
九
月
十
九
日

伺
、
事
代
主
命
、
祭
日
十
月
廿
口

菰
口
鎮
坐

獄
司
詳
な
ら
す
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
河
二
日

建
物
、
本
社

社
領
、
高
二
斗
、
此
現
米
一
斗
七
合
四
勺

弓
社
四
所

大
濱
の
浦
蛭
子
社
0
根
木
の
荒
神
社
0
海
平
の
金
毘
(
刀
比
)
羅
社
0
杉
(
松
)
田
屋
の
釡

毘
(
刀
比
)
羅
社

森
神
十
二
所

宮
山
の
大
元
社
0
久
本
の
地
主
神
0
平
田
屋
の
地
主
神
0
小
迫
の
薮
神
0
表
廻
(
迫
)
の
地

主
神
0
原
田
の
地
主
神
0
嶋
屋
の
薮
神
0
山
形
屋
の
地
主
神
0
井
澤
の
地
主
神
0
殿
屋
敷
の

地
主
神
0
垰
の
地
主
神
0
根
木
の
地
主
神

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
「
十
羅
利
女
」
の
上
に
貼
紙
し
て
「
岩
根
」
と
あ
る
。

王
子
神
社

鑪
山
鎮
坐

祭
神
、
瓊
々
杵
尊
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
月
二
日

建
物
、
本
社
・
拝
所

棟
札
に
、
後
王
子
大
明
神
、
文
政
九
丙
戌
年
十
月
二
日
0
前
葺
替
、
明
和
七
庚
寅
年
十
一
月

廿
日
、
宮
座
藤
五
郎
・
大
之
田
平
次
郎
、
以
下
名
略

一
竪
斗
、
此
現
米
二
斗
六
升
八
合
六
勺

社
領
、

゛

河
内
神
社
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和
木
村

大
歳
神
皇
子
神
社
,

大
年
免
山
鎮
坐

祭
神
、
大
年
神
0
神
体
、
木
像
三
0
瓊
々
杵
命
0
神
体
、
木
像
二

宗
雄
云
、
皇
子
神
は
若
一
皇
子
と
も
あ
り
、
然
れ
ハ
熊
野
と
同
体
な
る
へ
し

祭
日
、
九
月
廿
九
日

建
物
、
本
社
二
・
幣
殿
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
1
し

社
領
、
高
六
斗
、
此
現
米
三
斗
七
合

大
歳
神
社

岡
田
山
鎮
坐

祭
神
、
稲
倉
魂
命
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
月
十
三
日

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
鳥
居

d
社
六
所

辨
天
島
の
辨
財
天
社
0
真
嶋
の
恵
比
須
社
0
同
所
の
金
毘
(
刀
比
)
羅
社
諭
(
瑜
)
伽
社
0

同
所
の
水
神
社
0
角
ケ
辻
の
蛭
子
社
0
込
山
の
住
吉
社
稲
荷
社

森
神
一
所

大
元
の
大
元
神

]7

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
「
大
歳
神
社
」
「
皇
子
神
社
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。

美

都
野
津
村

大
年
神
社

都
山
鎮
坐
Φ
式
内
1
叶
な
、
子

祭
神
、
大
歳
命
(
神
)
・
稲
倉
魂
神
公
叩
)
 
0
神
体
、
木
像
0
頭
註
に
大
歳
神
社
三
座
、
正

一
位
大
歳
命
・
稲
倉
魂
遷
伊
勢
別
宮
、
神
忠
三
乙
丑
六
月
朔
日
鎮
座
、
貞
観
十
一
己
丑
七
月

正
一
位
、
祈
年
六
月
朔
日
、
月
次
朔
日

宗
雄
云
、
是
は
ふ
つ
に
信
か
た
し

=
÷
〕

明
治
一
、
系
白
上
に
、
都
野
津
村
大
年
神
社
、
神
領
六
斗
、
古
宮
所
は
畑
に
て
大
年
面
と
云
、

今
÷
〕

御
神
田
所
も
大
年
面
と
有
之
云
云
、
神
急
三
乙
丑
年
六
河
朔
日
器
、
正
体
衣
冠
>
長
七
、

＼
寸宗

雄
云
、
祭
神
、
ま
姦
座
の
年
凡
授
位
等
み
な
頭
註
を
学
後
人
の
記
せ
る
も
の
な

り
、
実
は
一
告
て
前
は
無
き
こ
と
式
に
て
著
明
な
る
を
、
彼
の
頭
註
に
合
さ
れ
ハ
式
内

な
ら
す
と
心
得
て
み
た
り
に
祭
神
を
ハ
定
た
る
も
の
な
り
、
あ
な
か
し
こ

〔
ユ
〕

神
位
、
三
代
実
禄
に
、
貞
観
十
三
年
夏
四
月
三
日
己
卯
、
石
見
国
従
五
位
下
大
歳
神
授
従

h
位
上
一
0
式
内
外
曹
ら
す

{
遜
云
、
此
辺
類
社
数
多
あ
り
て
、
何
れ
を
式
社
と
も
定
め
か
た
し
、
さ
れ
と
大
飯
神
社

の
近
辺
に
在
へ
く
、
ま
た
当
社
を
専
ら
式
社
な
り
と
云
れ
へ
暫
く
貳
雄
ル
ー
を
此

す
と
雛
も

処
に
記
せ
ゆ
'
区
深
く
か
＼
は
る
へ
か
ら
丈
尚
よ
く
考
て
信
を
得
た
る
と
き
改
む
へ

き
な
り

祭
日
、
九
月
十
六
日

建
物
、
本
社
・
釣
屋
・
幣
殿
・
神
楽
所
・
神
供
所
・
鳥
居

棟
札
ル
大
奉
再
建
石
州
那
賀
郡
都
野
津
浦
大
歳
、
于
時
正
徳
元
年
遷
宮
、
行
主
宇
津
巻
宮
内
、

庄
屋
山
藤
市
良
右
衛
門
、
以
下
名
略

.
釜
云
、
此
棟
札
、
火
に
か
＼
り
て
文
字
詳
な
ら
す

上
葺
、
寛
保
二
年
壬
戌
八
村
十
五
貝
庄
屋
山
藤
吉
次
郎
、
鍵
取
井
上
利
右
衛
門
、
世
話
人
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山
藤
助
次
郎
、
以
下
六
人
名
略
、
遷
夷
行
主
宇
津
巻
掃
部

宝
墨
額
、
式
内
都
野
郷
大
年
神
社
大
宮
司
藤
原
重
郷
、
畏
写
之
畢

社
領
、
高
六
斗
、
此
現
米
二
斗
九
合

末
社
、
稲
荷
社
、
祭
日
九
月
十
二
日

同
、
荒
神
社
、
祭
神
素
語
鳴
尊
、
祭
日
九
月
十
二
日

4
社
五
所

東
濱
の
大
元
社
、
祭
神
國
常
立
命
、
祭
日
十
月
子
日
0
大
羅
の
道
祖
神
、
祭
神
猿
田
彦
命
0

都
山
の
恵
美
須
社
0
濱
嶋
の
厳
嶋
社
0
町
の
恵
美
須
社

森
神
二
所

井
上
の
人
丸
神
、
祭
日
八
月
朔
日

八
重
葎
に
、
西
岸
寺
と
云
寺
の
前
に
苗
字
も
家
名
も
井
上
と
云
あ
り
、
是
依
羅
娘
女
の
親

と

の
井
上
道
益
の
家
に
て
、
女
は
南
部
依
羅
連
の
養
女
と
な
り
て
人
丸
の
妻
の
な
れ
り
、
塚

の
上
に
松
あ
り
、
二
囲
あ
ま
り
の
古
木
な
り
、
今
に
姫
松
と
も
姫
御
前
と
も
い
ふ

宗
雄
云
、
依
柔
女
を
当
所
の
人
と
し
た
る
も
、
父
を
井
上
道
益
と
云
も
ξ
れ
す
、

ひ

な
る
故
に

是
1
所
を
都
野
津
と
云
1
柿
本
人
麻
呂
の
古
跡
ー
キ
下
松

1
熨
f
た
る
な
ら
む
、
尚
名
跡
考
E
享
見
へ
し

都
山
の
水
神

神
村

夜
須
神
社

安
田
山
鎮
坐
1

祭
神
、
大
己
貴
命
・
三
女
神
0
神
体
、
木
像
二

宗
雄
云
、
中
座
馬
に
乗
た
ま
ふ
、
男
女
わ
け
か
た
し
、
矯
も
牛
と
も
見
ゆ
、
長
六
寸
五
分
、

古
作
な
り
、
左
右
男
形
、
長
共
に
一
尺
一
分
、
祭
神
は
頭
註
に
拠
て
定
め
し
も
の
な
り
、

按
に
安
直
の
祖
神
に
て
水
穂
真
若
王
に
は
坐
さ
る
か

頭
註
に
夜
須
神
社
四
座
、
正
一
位
大
己
貴
命
、
遷
二
筑
前
夜
須
郡
之
社
入
養
老
三
己
未
九

刃
九
日
器
、
貞
観
十
一
己
丑
正
一
位
、
祈
年
九
河
九
日
、
月
次
八
日
0
式
内

宗
雄
云
、
頭
註
は
例
の
臆
断
な
ら
む
、
宇
津
巻
重
光
云
、
安
田
と
云
ふ
字
あ
り
、
ま
た
安

田
と
云
ふ
家
も
あ
り
、
当
社
を
俗
に
若
宮
と
云
ふ

祭
日
、
九
月
九
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
再
建
、
大
願
主
庄
屋
森
脇
吉
右
衛
門
頭
百
姓
森
脇
熊
士
只
以
下
名
略
神
主
宇

聖
」
大
和
正
、
天
保
十
二
年
辛
丑
六
月
十
一
貝
文
中
に
夜
須
神
社
四
座
、
正
一
位
大
己
貴

命
・
三
女
神
、
遷
筑
前
国
夜
須
郡
社
入
云
云

社
領
、
高
四
斗
、
此
現
米
二
斗
八
升
八
合

八
備
宮加

美
也
山
鎮
坐

祭
神
、
応
神
天
皇
0
神
体
、
木
像
一
、
鏡
二

宗
1
1
粛
中
ゆ
■

祭
日
、
八
月
十
二
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
化
＼
上
葺
寛
永
十
六
己
卯
年
八
月
吉
貝
庄
屋
机
田
吉
右
衛
門
・
大
久
保
宇
兵
衛

.

栗
田
六
右
衛
門
下
而
次
郎
兵
衛
、
物
申
大
宝
坊
0
正
保
三
丙
戌
十
二
月

此
棟
札
、
文
字
見
分
か
た
し
、
寄
進
物
の
棟
札
と
見
ゆ

奉
上
葺
八
幡
宮
、
明
暦
二
天
八
月
吉
祥
日
、
大
旦
那
庄
屋
九
郎
左
衛
門
神
主
右
衛
門
太
夫

0
再
建
八
幡
宮
宝
殿
、
寛
文
十
三
癸
丑
暦
八
月
吉
祥
日
、
本
願
主
庄
屋
吉
賀
甚
左
衛
門
、
同

組
頭
山
藤
九
右
衛
門
・
同
尾
嫡
盛
口
平
右
衛
円
・
同
盛
口
十
郎
右
衛
門
組
頭
田
尾
住
善
■

盛
■
、
同
明
善
寺
住
又
右
衛
門
、
同
机
田
■
右
■
風
大
工
安
田
■
■
哩
神
主
高
■
■
置

袈
に
長
久
現
住
古
内
叟
謹
聖
0
匙
、
様
十
九
甲
寅
年
七
月
吉
日
、
願
主
上
村
庄
屋
森
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脇
五
郎
兵
衛
、
以
下
六
人
名
略
、
祠
官
高
橋
因
幡

宝
置
刀
、
無
銘
、
一
尺
五
寸

社
領
、
高
一
五
此
現
米
七
斗
四
升
三
合

末
社
、
若
宮
、
祭
神
仁
徳
天
昊
祭
日
八
月
十
二
日
、
棟
札
、
奉
新
建
立
若
宮
御
宝
殿
工
天

夫
若
宮
耆
山
藤
主
殿
丞
賞
以
下
消
字
0
再
建
若
宮
、
一
禄
十
九
甲
寅
年
七
月
吉
日
、
祠
官

高
橋
因
唾
新
屋
山
藤
暦
右
衛
門
・
大
久
保
主
澤
津
横
田
類
太
夫
・
佐
々
木
市
郎
右
衛
門

同
、
稲
荷
社
、
神
体
石
、
祭
日
八
月
十
二
日

社
人
、
高
橋
八
雲
、
家
筋
出
雲
国
尼
子
家
臣
山
藤
與
蔵
承
応
屯
神
主
村
宇
津
巻
宮
内
方

に
来
り
、
当
社
を
譲
ら
れ
、
衛
門
と
改
名
し
、
八
雲
ま
て
六
代
相
続

小
社
九
所

明
善
寺
山
の
大
元
社
(
神
)
、
祭
日
十
一
月
子
日
0
森
田
山
罵
森
ミ
祭
神
大
歳
神
大
田
神
、

祭
日
十
一
月
廿
七
臼
0
栗
田
山
の
厳
嶋
神
水
神
稲
荷
神
0
下
士
井
山
(
下
士
居
)
の
大
年
神

0
上
士
居
山
(
上
士
居
)
の
机
森
霊
神
、
祭
神
天
場
大
明
神
、
祭
日
十
一
月
十
一
日
0
か
じ

や
山
(
鍛
冶
屋
)
の
霊
神
0
森
脇
山
の
大
年
神
0
下
士
居
薮
の
稲
倉
魂
神
0
大
又
越
山
の
大

物
主
神

森
神
三
十
一
所

権
現
の
素
蓋
鳴
尊
(
神
)
 
0
か
み
や
(
カ
ミ
ャ
)
山
の
稲
荷
神
0
下
午
(
手
)
山
倫
神
0

梨
木
山
の
霊
神
0
明
善
寺
山
の
霊
神
0
野
地
山
の
地
主
神
0
小
迫
山
の
霊
神
0
尾
岫
山
の
霊

神
0
神
手
山
の
地
主
神
0
下
士
井
(
居
)
平
の
謡
神
0
伺
薮
の
牛
神
0
同
所
倫
神
0
松
頃

(
頭
)
免
山
の
地
主
神
0
六
百
田
山
の
地
主
神
0
新
屋
山
の
塚
神
0
堂
か
そ
袮
(
堂
曾
禰
)

の
塚
神
0
森
か
迫
山
の
大
年
神
0
大
ゑ
き
(
塔
)
山
の
霊
神
0
片
山
の
地
主
神
0
堀
山
の
霊

神
0
新
屋
垰
山
の
地
主
神
0
叶
松
山
の
地
主
神
0
て
ん
ぶ
つ
(
テ
ン
プ
ツ
)
山
の
塚
神
0
城

ノ
山
の
霊
神
0
同
所
の
牛
神
0
い
く
り
(
井
師
木
)
山
の
地
主
神
0
隠
居
山
の
塚
神
0
久
保
木

山
の
地
主
神
0
御
幸
場
の
霊
神
0
坂
の
(
野
)
屋
の
霊
神
0
安
田
山
の
塚
神

.

六
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
「
字
森
田
山
鴬
森
大
年
神
大
田
神
」
と
あ
る
。

神
主
村

多
鳩
神
社

二
宮
山
鎮
坐
Φ
帋

河
野
通
機
云
、
多
鳩
を
太
波
止
と
訓
め
叉
若
は
太
久
と
舗
さ
る
に
や
と
云
り
、
宗
雄

云
、
風
士
N
多
波
都
と
あ
り
、
さ
れ
と
太
久
の
か
た
宜
か
ら
む
、
か
く
て
は
祭
神
も
拷

に
由
あ
る
な
ら
む
、
尚
考
へ
し

祭
神
、
事
代
主
命
0
神
体
、
木
像
、
長
二
尺
二
寸
五
分

と
あ

ニ
÷
〕

宗
雄
云
、
祭
神
尚
よ
く
芳
へ
し
、
風
士
記
に
言
代
主
命
ー
リ

頭
曹
、
多
鳩
神
社
一
坐
、
正
亙
畢
代
主
命
、
遷
二
大
和
高
市
神
社
入
神
宮
伝
云
、
貞

観
三
年
辛
巳
九
月
朔
口
鎮
座
、
寛
平
三
辛
亥
三
月
正
一
位
Φ
再
φ
玉
冉
ι
竿
曾
鞭

{
誕
云
、
例
縊
断
な
り

神
位
、
額
に
正
一
位
大
明
神
と
あ
り
0
式
内
0
二
宮
と
称
す
0
県
社

祭
日
、
九
月
朔
日
0
社
伝
に
八
月
十
五
日
、
矢
立
の
神
事
あ
り
、
都
野
津
村
大
歳
神
社
の
前

の
松
根
に
矢
を
立
置
て
放
っ
0
厩
月
朔
日
八
升
餅
を
献
る
0
十
二
月
除
夜
に
一
斗
飯
を
か
ま

き
に
人
献
る
、
是
を
か
ま
き
御
膳
と
い
ふ
Φ

宗
雄
云
、
下
府
村
伊
甘
神
社
よ
り
当
社
を
祭
る
こ
と
あ
り
、
彼
所
見
へ
し

建
物
、
本
社
・
神
楽
所
・
拝
所
・
神
供
所
・
随
神
門
・
鳥
居
・
馬
屋
・
出
役
所
・
村
役
所

棟
札
に
、
奉
吐
響
石
見
国
那
賀
郡
多
鳩
神
社
一
宇
、
于
時
寛
延
三
天
庚
午
九
月
朔
日
、
城
主

松
平
周
防
{
隙
康
福
、
神
主
大
前
越
後
守
元
儔
、
鼓
頭
宇
津
巻
兵
太
夫
重
矩
、
邑
長
森
田
貞

平
、
大
工
大
岫
契
、
小
工
全
太
七
、
鍛
治
無
名
、
敬
白
、
文
中
に
神
宮
伝
云
、
清
和
帝
御

(
"
〕

宇
、
貞
観
.
三
辛
巳
九
河
朔
日
、
鎮
二
坐
多
鳩
山
入
寛
平
三
辛
亥
三
月
正
一
位
敕
許
也
、
裏

に
多
鳩
山
振
離
見
れ
ハ
嶺
に
生
る
松
の
木
立
の
神
さ
ひ
に
け
り
、
真
坂
樹
の
替
ら
ぬ
色
に
年
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ふ
り
て
多
鳩
の
宮
居
神
さ
ひ
に
け
り
、
栗
原
邑
両
社
八
幡
宮
大
宮
司
山
崎
市
版
原
一
麻
呂
、

謹
而
撰
之

宗
雄
云
、
神
宮
伝
ハ
別
に
有
に
非
す
、
彼
頭
註
に
あ
る
に
拠
た
る
も
の
な
り
、
堂
々
た
る

二
宮
に
お
き
て
尚
か
く
の
如
し
、
況
や
そ
の
余
を
や

宝
器
、
額
一
面
正
一
位
大
明
神
、
伝
云
、
都
野
三
左
衛
門
筆
と
い
ふ

神
領
、
高
三
十
六
石
六
斗
五
升
、
此
現
米
十
四
石
九
斗
九
升
六
合
0
慶
長
五
庚
子
年
十
月
廿

三
貝
大
嶋
彌
次
兵
衛
・
多
田
彦
左
衛
門
よ
り
定
め
渡
さ
る
、
但
、
神
領
六
十
石
二
斗
二
升

の
内
、
廿
三
石
五
斗
八
升
、
右
同
年
末
、
社
附
と
し
て
謬
文
宇
津
巻
家
に
渡
る
と
な
り

末
社
、
若
宮
[
社
大
前
霊
神
]
、
祭
日
八
月
十
五
日

宗
雄
云
、
若
宮
は
八
幡
宮
と
も
あ
り

同
、
稲
荷
社
、
祭
日
九
河
廿
六
日

同
、
住
吉
神
[
稲
荷
神
八
幡
宮
]
、
祭
日
九
月
廿
六
日

同
、
大
歳
社
、
祭
日
十
一
月
十
五
日

同
、
一
局
神
社
、
祭
神
建
日
別
命
、
祭
臼
十
一
月
十
五
日

五
宇
末
社
領
、
高
四
石
八
斗
、
此
現
米
二
石
九
斗
六
升
一
合

十
四
村
の
末
社
、
二
十
三
社

宗
雄
云
、
十
四
村
ハ
神
主
・
千
田
・
敬
川
・
飯
田
・
都
野
津
・
和
木
・
嘉
久
志
・
久
保
川

神
村
・
千
金
・
江
田
・
賀
戸
・
塩
田
・
渡
津
な
り
、
此
内
に
て
宇
津
巻
家
の
祭
る
社
十
八

は
力
り
な
り

社
人
、
大
前
初
、
家
筋
新
誓
郎
義
光
ボ
葉
、
近
江
国
浅
井
郡
津
住
人
源
義
就
五
代
孫
正
隆
、

石
見
国
那
賀
郡
嘉
久
志
村
千
金
滝
原
に
移
侘
、
其
子
大
前
民
部
少
輔
氏
隆
、
治
承
二
戊
戌
年
、

当
社
神
官
と
成
り
、
初
ま
て
十
四
代
相
続

宗
雄
云
、
治
承
二
年
よ
り
当
今
ま
て
六
百
余
年
に
て
十
四
代
と
す
る
も
の
採
か
た
し
、
氏

(
マ
「
・
〕

隆
毛
利
家
に
属
せ
る
を
思
ふ
に
、
慶
長
よ
り
格
別
ふ
る
く
は
な
し
、
尚
津
氏
の
処
に
云

を
見
へ
し

9
ご

同
、
鼓
頭
宇
津
巻
淡
門
、
家
筋
鷹
多
三
左
衛
門
重
春
、
応
永
年
宍
宇
津
巻
と
改
て
ょ
り
淡

門
ま
て
十
八
代
相
続

宗
雄
云
、
系
に
鷹
多
親
王
秀
基
七
代
後
胤
鷹
多
阜
人
禿
吹
保
元
中
、
播
州
千
草
城
主
、

次
に
同
秀
重
同
治
良
出
家
吉
野
人
、
同
秀
豊
、
信
濃
国
松
永
城
主
と
な
り
松
永
甲
斐
と

称
丈
次
に
松
永
重
安
、
同
重
秀
、
同
虎
王
、
同
五
郎
、
次
に
鷹
多
判
官
重
則
、
同
重
弘
、

同
電
綱
、
同
重
直
同
重
忠
、
同
重
太
夫
、
伺
重
信
、
同
重
武
、
同
重
奥
同
重
元
、
同

重
久
、
同
重
春
、
応
永
十
一
年
石
州
に
来
り
宇
津
巻
と
改
む
、
初
三
左
衛
門
後
清
左
衛

門
と
改
む
、
次
に
宇
津
巻
重
責
同
重
虎
、
同
重
ズ
同
重
行
、
天
正
の
頃
の
へ
次
に

亟
信
、
同
重
弘
、
同
重
長
同
重
恒
、
同
重
久
、
同
重
純
、
同
重
智
同
重
矩
同
重
高
、

同
重
弌
同
重
忠
、
次
に
淡
門
重
幸
な
り
、
{
玉
巻
は
当
国
邑
智
郡
川
下
村
の
内
の
地
名

?
こ

に
て
今
も
渦
と
云
ふ
処
処
に
住
し
な
る
へ
し
、
或
云
、
藤
原
姓
に
て
神
主
村
の
内
高
田
に

住
し
、
高
田
を
氏
と
す
、
後
宇
津
巻
と
改
む
と
あ
り
、
ま
た
慶
長
五
庚
子
年
十
月
廿
三
日
、

大
嶋
彌
次
兵
衛
・
多
田
彦
右
衛
門
よ
り
二
宮
末
社
領
二
十
三
石
五
斗
八
升
を
定
め
ら
る
、

此
末
社
の
内
、
江
田
村
祇
園
社
・
長
田
村
若
宮
・
塩
田
村
大
明
神
を
寛
文
八
年
に
宇
津
巻

再
代
弟
出
雲
を
江
田
に
出
し
誓
、
出
器
上
村
高
橋
因
幡
の
嫡
子
な
り
、
敬
川
村
妙

見
社
・
八
幡
宮
・
さ
な
め
客
大
明
神
1
三
社
を
寛
永
二
十
年
宇
津
巻
宮
内
代
、
波
子

村
社
人
二
宮
左
近
を
下
社
人
と
し
て
譲
る
由
な
り

同
、
棚
守
、
大
前
金
弥

同
、
後
棚
{
寸
、
大
崎
新
三
郎

大
元
神
社

大
元
山
鎮
坐
0
旧
地
飯
田
八
幡
宮
の
向
平
な
り
、
文
化
十
三
丙
子
年
に
移

祭
神
、
國
常
立
命
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
月
十
七
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
神
楽
所

棟
札
に
、
当
社
ハ
飯
田
八
懸
局
ノ
平
二
有
之
候
処
、
文
化
十
三
年
モ
拝
殿
建
立
、
明
年
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本
殿
建
立
云
云
0
大
元
大
明
神
御
本
殿
ニ
モ
庄
屋
森
脇
伊
轟
・
大
嫡
百
右
衛
門
、
神
主

宇
津
巻
豊
後
版
原
重
高
、
文
化
十
四
丁
丑
年
十
月
六
日

小
社
五
所

大
元
山
の
金
刀
比
羅
社
0
同
所
の
荒
神
天
狗
神
0
二
丸
の
稲
荷
社
0
恵
良
の
地
主
神
0
松
下

の
荒
神
水
神
稲
荷
神

森
神
二
十
二
所

才
(
塞
)
神
の
道
祖
神
0
さ
こ
(
迫
)
の
霊
神
0
太
平
寺
の
霊
神
0
三
丸
の
地
主
神
0
登
尾

の
木
守
大
明
神
0
前
数
蔵
の
霊
神
0
田
中
屋
の
霊
神
0
山
根
の
霊
神
0
仲
田
屋
の
霊
神
0
だ

さ
い
(
ダ
サ
イ
)
の
水
神
0
士
井
(
居
)
畑
の
地
主
神
0
和
木
屋
の
霊
神
0
下
恵
良
の
地
主

神
0
世
浪
屋
の
地
主
神
0
恵
良
花
屋
の
天
神
0
前
平
の
地
主
神
0
高
の
(
野
)
屋
の
霊
神
0

宮
谷
の
霊
神
0
こ
ん
び
屋
敷
 
9
 
ン
ビ
ャ
シ
キ
)
の
霊
神
0
今
田
屋
倫
神
0
上
数
蔵
の
地

主
神
0
ほ
そ
り
(
ホ
ソ
リ
)
の
霊
神

八
幡
宮蛇

山
鎮
坐
0
旧
地
八
幡
宮
く
ろ
と
云
ふ

祭
神
、
応
神
天
皇
・
仲
衷
(
一
昌
天
皇
・
神
功
皇
后
0
神
体
、
木
像
五
・
鏡
一

宗
雄
云
、
中
一
躯
一
尺
一
寸
六
分
、
左
右
二
躯
七
寸
、
左
相
殿
男
女
二
躯
七
寸
五
分
、
右

相
雛
行
形
鏡
仏
形
あ
り
、
按
に
八
幡
宮
ハ
応
神
天
皇
・
神
功
呈
后
の
二
柱
に
て
神
体
も

二
躯
な
る
か
多
き
を
以
て
老
れ
ハ
、
当
社
も
左
右
の
二
躯
か
、
左
相
殿
の
二
躯
か
本
に
て
、

＼
、

ノ

其
余
ハ
後
に
加
へ
た
る
も
の
な
り
、
寸
尺
の
類
せ
さ
る
に
て
知
へ
し
、
是
<
山
↓
祉

祭
日
、
八
月
十
五
日

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所
・
神
供
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
上
葺
八
幡
宮
御
宝
殿
、
、
天
明
四
甲
辰
年
九
月
五
日
、
社
司
宇
津
巻
数
馬
、
庄
屋
五

飯
田
村

郎
三
郎
、
祢
宜
太
郎
右
衛
門
0
同
、
寛
政
十
一
己
未
年
九
月
廿
二
貝
神
主
宇
津
童
後
藤

原
重
高
0
同
、
文
化
七
年
十
月
十
五
日
0
同
、
天
保
三
壬
辰
年
九
月
十
七
日
、
神
主
宇
津
巻

豊
前
正
、
庄
屋
森
脇
伊
重
良
、
組
頭
作
三
郎
、
祢
宜
平
左
衛
門
0
同
、
弘
化
四
丁
未
年
八
月

十
四
日
、
神
主
宇
災
」
常
陸
正
藤
原
重
忠
、
刀
祢
平
左
衛
門
0
拝
殿
再
建
、
同
年
月

宗
雄
云
、
祢
宜
と
も
刀
袮
と
も
あ
る
ハ
同
者
な
る
こ
と
前
の
棟
札
に
て
知
へ
し
、
是
は
平

人
な
れ
と
古
称
の
存
る
な
り
、
此
辺
宮
座
と
て
其
村
内
に
神
事
に
預
る
百
姓
あ
り
、
其
年

番
に
当
り
た
る
を
当
屋
と
云
ひ
、
其
表
た
る
家
を
祢
宜
と
云
由
な
り

社
領
、
,
、
石
一
斗
、
此
現
米
四
斗
六
升
七
合

末
社
、
稲
倉
魂
命
、
一
に
稲
荷
社
と
あ
り

同
、
猿
田
彦
神
、
一
に
河
内
大
明
神
と
あ
り

若
宮
社江

尾
迫
山
鎮
座

祭
神
、
仁
徳
天
皇
0
神
体
、
木
像

祭
日
、
十
一
月
朔
日

建
物
、
本
社

社
領
、
高
九
斗
、
此
現
米
五
斗
一
升
一
合

大
飯
彦
命
神
社

森
脇
鎮
坐
Φ
再
,

祭
神
、
大
脊
飯
元
大
人
0
神
体
、
木
像

宗
雄
デ
《
祭
神
は
大
炊
寮
式
に
竃
神
八
座
と
あ
る
中
の
神
な
ら
む
、
大
膳
式
の
御
膳
神
八

座
と
あ
る
は
、
入
嘗
会
式
に
於
二
斎
院
一
祭
神
八
座
と
あ
り
て
、
御
歳
神
・
高
御
魂
神

庭
高
日
神
・
大
御
食
神
・
大
宮
女
神
・
事
代
主
神
・
阿
須
波
神
・
波
比
伎
神
と
あ
る
神
等

(
羅
)

な
る
か
、
此
中
の
大
御
食
神
に
坐
て
女
神
な
り
、
彦
命
の
字
は
三
代
実
禄
に
無
に
よ
る
へ

し
、
村
名
を
飯
田
と
云
も
、
大
飯
田
の
略
に
て
、
お
ほ
い
た
と
訓
む
、
是
は
大
炊
寮
の
諸

国
の
御
稲
田
に
て
、
其
地
に
大
御
食
神
を
祀
り
坐
こ
と
道
理
り
よ
く
合
ひ
、
近
く
大
歳
神
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社
も
同
時
に
此
趣
意
に
て
祀
ら
れ
給
へ
る
事
を
知
へ
し
、
尚
別
に
云
を
見
へ
し
、
ま
た
云
、

水
帳
に
い
た
の
ま
へ
と
云
ふ
字
四
所
、
大
い
田
と
云
ふ
字
二
所
あ
り
、
是
に
て
も
訓
を
知

へ
し
、
神
田
町
宮
の
上
な
と
云
も
あ
り

頭
註
に
、
大
飯
彦
命
神
社
、
正
五
位
下
、
大
脊
飯
元
大
人
、
仁
和
二
丙
午
鎮
座
、
御
位
年

号
未
詳
、
式
無
、
祈
年
十
二
月
三
日
、
月
次
三
日

露
)

宗
雄
云
、
式
内
の
社
は
早
く
一
迷
兀
年
以
前
に
備
り
た
る
こ
と
、
三
代
実
禄
に
同
年
の
処

に
五
幾
七
道
の
諸
神
三
千
一
百
三
十
二
神
と
あ
る
に
て
著
明
し
、
然
る
を
元
慶
後
の
仁
和

二
年
の
鎮
座
と
す
る
事
の
非
な
る
を
知
へ
し

(
生
)

神
位
、
三
代
実
禄
に
貞
観
十
一
年
十
二
月
甲
申
朔
、
石
見
国
従
五
位
下
勲
七
等
大
飯
神
、

プ

゛

授
従
二
五
位
上
一
0
式
内

祭
貝
十
二
月
三
日

建
物
、
本
社

荒
人
の
つ
ま
み
石
、
高
四
尺
五
寸
、
囲
九
尺
四
寸

宗
雄
云
、
稲
村
と
云
家
の
処
の
畑
に
在
り
、
或
ハ
一
宗
人
の
乗
石
と
も
い
ふ
、
何
頃
か
子
供

の
障
り
し
に
籬
る
こ
と
能
は
す
、
故
に
今
地
に
移
と
云
ふ

小
社
四
所

江
尾
迫
の
大
元
社
0
横
道
の
牛
王
地
主
神
(
社
)
 
0
池
頭
の
地
主
神
(
社
)
 
0
青
山
の
稲
荷

社

敬
川
村

神
0
ミ
な
ハ
そ
ね
(
ミ
ナ
ハ
ゾ
ネ
)
の
大
元
神
水
神
0
の
し
(
野
地
)
山
の
地
主
神
0
横
道

の
霊
神
0
か
や
(
茅
)
本
の
霊
神
0
森
脇
の
霊
神
0
稲
村
の
荒
神
0
か
ん
(
甘
)
の
宮
の
霊

神
0
ひ
じ
や
(
ヒ
ジ
ャ
)
倫
神
0
濱
崎
倫
神
0
江
尾
迫
山
'
の
水
神
0
同
所
の
稲
荷
神

"

「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
で
は
、
「
山
」
倫
は
な
い
。

妙
見
社曾

●
鎮
坐
1
ゆ
す
0
本
社
旧
地
山
倫
吉
あ
り
し
々
後
に
中
山
権
現

の
処
に
移
す

ψ
1
本
1
1
本
1

祭
神
、
素
蓋
鳴
命
0
神
体
、
木
像
弌
長
二
尺
九
寸
三
分

・
臣
云
、
祭
神
は
老
へ
き
由
な
し
、
社
伝
は
近
頃
の
推
あ
て
と
思
は
る
、
山
邉
の
文
字
に

拠
ら
は
大
和
国
山
邉
郡
山
邉
御
縣
坐
神
社
と
あ
る
と
同
し
く
山
邉
県
主
の
祖
を
祀
れ
る
に

て
建
麻
利
尼
命
に
ハ
非
し
か
、
尚
考
へ
し

式
内
外
詳
な
ら
す
0
明
治
三
笑
三
浦
氏
改
の
と
き
の
書
上
に
、
敬
川
村
妙
見
社
、
マ
七

カ
ト
ノ
ノ
」
十
ウ

日
前
山
神
祭
,
門
神
行
、
村
役
人
井
頭
宮
坐
立
会
に
て
相
営
申
候
、
弌
祭
日
十
一
月
酉
戌

亥
日
、
二
夜
三
日
之
祭
二
御
座
候
、
但
前
晩
を
山
邉
祭
と
相
喝
籠
り
に
参
詣
仕
来
申
候
、

弌
山
麓
小
流
に
て
手
水
仕
、
山
門
権
現
宮
に
参
亀
夫
よ
り
山
半
腹
に
有
之
岩
に
て
柴
打

仕
、
参
詣
仕
候
、
但
右
小
流
の
谷
を
手
水
谷
と
相
唱
来
申
候
、
弌
往
昔
ハ
右
岩
之
処
に
て

参
詣
人
に
幣
主
よ
り
御
祓
を
授
来
候
処
、
中
古
よ
り
神
楽
殿
に
て
相
授
申
候
、
ズ
麓
之
平

地
字
山
田
原
と
御
水
帳
二
認
候
面
官
二
宮
但
馬

宗
雄
云
、
山
邉
祭
と
云
こ
と
由
あ
り
て
聞
ゆ

゛
訂
'

頭
註
に
山
邉
神
社
一
坐
、
正
五
位
上
、
都
豆
御
魂
遷
・
大
和
山
邉
郡
石
上
入
白
雉
三
壬
子

宗
雄
云
、
此
青
山
は
神
主
村
・
飯
田
村
の
境
に
て
、
以
前
よ
り
境
の
論
あ
り
、
近
来
将

組
頭
三
人
申
合
せ
て
、
其
所
の
松
林
を
伐
な
ハ
論
は
止
む
と
て
遂
に
松
木
を
伐
て
村
費
に

宛
た
り
、
か
く
て
其
年
に
三
人
の
組
頭
の
妻
ミ
な
死
た
り
、
中
に
飯
田
の
組
頭
の
ぎ
託

言
し
て
死
た
る
か
、
基
尓
も
漸
く
衰
へ
て
遂
に
絶
た
り
と
な
り

森
神
十
九
所

池
頭
の
水
神
0
高
下
の
霊
神
0
上
岡
の
地
主
神
0
狐
か
し
よ
う
(
狐
城
)
 
1
神
0
く
ひ
ん

(
グ
ヒ
ン
)
の
天
狗
神
0
西
か
迫
の
謡
神
0
下
手
平
の
小
知
0
い
さ
ご
ふ
さ
(
砂
房
)
の
荒
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七
貝
鎮
座
、
即
授
位
、
祈
年
七
月
七
日
、
月
次
朔
日

宗
雄
云
、
例
の
臆
"
リ

祭
日
、
十
一
月
初
戌
亥
[
両
〕
日
0
社
伝
に
、
亥
日
よ
り
七
日
以
前
山
曾
の
神
烹
1
め
り
、

酉
日
よ
り
二
夜
三
日
神
事
あ
り
、
此
酉
日
を
山
邉
祭
と
云
ふ

建
物
、
本
社
・
拝
所
・
神
楽
所

棟
札
に
、
上
葺
妙
見
大
菩
薩
、
・
慶
長
十
三
年
戊
申
十
一
月
初
三
日
、
本
願
上
野
源
五
良

神

長
源
次
郎
、
大
旦
那
多
田
、
以
下
見
分
か
た
し
、
ぎ
宥
海
記
之
0
上
葺
妙
見
云
云
、
寛
永

二
乙
丑
年
十
一
月
吉
貝
本
願
上
野
與
右
衛
門
誓
那
地
下
中
氏
子
0
恐
妙
見
大
翌
遅

大
檀
那
后
室
廣
梅
院
様
・
藤
原
朝
臣
古
田
兵
部
小
匝
里
恒
八
へ
別
当
二
宮
松
本
坊
法
印
宥
祇
、

本
願
主
上
野
名
主
岡
本
與
右
衛
門
、
寛
永
十
二
年
丙
子
応
一
誓
祥
日
、
文
に
夫
以
当
社
神
明

X
本
地
大
慈
大
悲
之
十
一
面
之
観
世
音
詑
赴
工
云
、
右
之
造
立
轟
大
檀
那
当
国
大
守
藤
原
朝

臣
古
田
兵
部
尉
重
恒
公
云
工
、
加
再
興
云
云
、
臣
下
古
田
左
京
進
・
同
助
左
衛
門
、
奉
行
本

田
勘
七
・
星
屋
兵
左
衛
門
当
村
代
官
石
田
重
左
衛
門
・
和
田
善
右
衛
門
・
乃
木
半
右
衛
門

之
時
也
0
舞
殿
再
建
、
正
保
三
年
乙
卯
十
一
月
、
願
主
横
田
甚
左
衛
門
云
云
0
奉
再
造
営
中

山
御
神
并
宝
殿
工
天
万
治
二
暦
己
亥
十
一
月
吉
日
、
別
当
大
宝
坊
、
願
主
横
田
甚
左
衛
門
、

社
官
二
宮
内
記
0
上
牙
見
大
士
、
正
四
壬
籍
月
祭
礼
日
、
祢
宜
神
長
田
中
四
良
兵
衛
、

鼓
頭
船
頭
鼎
貝
別
,
宮
大
寳
坊
扣
公
謬
印
、
庄
屋
横
田
伊
右
衛
門
0
上
芽
、
」
禄
十
九

甲
寅
年
十
一
月
吉
日
0
再
建
妙
見
大
明
神
社
、
明
和
七
庚
寅
年
九
月
良
辰
、
別
当
大
宝
坊
、

社
職
織
衛
、
庄
屋
横
田
房
右
衛
門
0
上
葺
、
天
明
元
辛
丑
年
十
一
月
吉
祥
日
、
別
当
大
宝
坊

法
印
、
社
職
二
宮
河
内
進
0
宇
屋
川
村
妙
見
社
、
上
葺
、
文
化
三
丙
寅
年
卜
一
村
七
日
、
庄

屋
横
田
五
郎
三
郎
、
曾
二
宮
河
内
進
藤
原
正
直
0
'
、
天
保
卜
四
年
長
月
廿
一
日
、
願

主
庄
屋
横
田
五
郎
三
郎
、
迦
主
ブ
宮
日
向
・
二
宮
但
馬

宝
器
、
太
刀

社
領
、
高
一
石
五
斗
、
此
現
米
七
斗
五
升
云
气
厳
嶋
社
客
大
明
神
祭
典
料
、
此
内
に
あ
り

宗
雄
云
、
八
重
葎
に
妙
見
社
除
地
二
五
推
古
天
皇
の
時
勧
請
と
あ
り
、
重
冥
此
除

八
幡
宮八

蟠
山
紺
璽

祭
神
、
応
神
蚕
・
仲
嚢
(
容
天
皇
・
神
功
皇
后
・
住
吉
神
・
武
内
宿
弥
(
祢
)
 
0
神
体
、

木
像
五
、
中
一
尺
一
寸
、
左
八
寸
五
分
、
次
に
六
寸
二
分
、
右
八
寸
、
次
に
女
形
八
寸
一
分

祭
日
、
八
河
十
四
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿
・
拝
所
・
神
楽
所
・
鳥
居

棟
札
に
、
上
葺
八
N
口
御
宝
殿
工
弌
寛
永
六
己
巳
年
八
村
吉
日
、
本
願
上
野
與
右
衛
門
、

(
寸
七
〕

大
檀
那
甚
兵
衛
0
同
、
延
宝
七
己
未
年
八
月
中
三
日
、
大
檀
那
横
田
甚
右
衛
門
社
師
波
子

内
N
、
祢
宜
上
野
太
郎
左
衛
門
、
大
宝
坊
敬
調
之
者
也
、
裏
に
折
敷
盤
十
丁
三
ブ
上
葺
調

也
、
御
籠
所
モ
此
時
造
立
成
就
也
0
同
、
{
玉
兀
年
八
月
十
三
貝
本
願
片
山
九
兵
衛
、
社

司
波
f
県
臼
正
、
人
檀
那
横
田
猪
右
衛
門
、
ぎ
る
ホ
ン
ハ
丁
二
一
プ
上
舗
也
0
同
、
寛

政
1
 
-
 
d
未
年
九
月
七
日
、
庄
屋
横
田
五
郎
三
郎
、
祠
官
二
宮
河
内
進
一
償
正
直
0
同
、
文

化
九
年
壬
申
三
月
十
二
日
0
同
、
文
政
六
癸
米
年
九
月
廿
五
日
、
庄
屋
澤
津
五
郎
兵
衛
、
祠

官
二
宮
日
向
正
藤
原
正
重

地
は
冷
泉
寺
の
除
地
の
ま
か
ひ
し
な
ら
む
、
此
寺
の
山
号
を
石
上
山
と
云
は
、
頭
註
の
石

上
を
遷
と
あ
る
に
由
ハ
無
き
か

摂
社
、
中
山
権
現
、
祭
神
伊
井
諾
蔀
・
伊
井
典
酋
丈
神
体
木
像
、
男
女
二
躯
、
社
ハ
山
の
半

腹
に
あ
り
、
是
を
本
社
の
親
神
と
云
ふ

同
、
山
門
権
現
、
祭
神
大
山
祇
命
、
神
体
木
像
、
此
社
を
山
都
神
と
も
あ
り
、
山
門
、
山
都
、

訓
通
ふ
、
社
は
山
の
麓
に
あ
り

社
へ
二
宮
渚
、
家
筋
波
子
村
二
宮
家
同
流
、
三
宮
左
近
、
延
享
元
甲
子
年
、
当
社
井
八
幡

宮
社
職
に
な
り
、
渚
ま
て
四
代
相
続

神
主
村
宇
聖
条
に
、
敬
川
村
妙
見
社
・
八
幡
宮
・
客
大
明
神
、
・
ー
メ
＼
右
三
社
、
敬

川
村
社
ウ
契
寛
永
廿
年
未
正
月
廿
五
日
、
宇
●
」
宮
内
代
、
波
子
村
社
人
二
宮
左
近
ι

宇
津
巻
下
夕
社
人
二
致
譲
分
仕
候
と
あ
り
、
此
後
ま
た
分
れ
た
る
な
る
へ
し
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社
領
、
高
二
石
、
此
現
米
一
石
三
斗
二
升
、
大
年
社
若
宮
祭
料
此
内
に
あ
り

末
社
、
荒
神
[
社
]
、
祭
神
、
天
照
大
御
神
・
素
蓋
鳴
命
・
豊
受
皇
大
神

宗
雄
云
、
荒
神
を
此
三
柱
神
と
云
事
は
近
く
岡
熊
臣
の
老
"
る
か
、
疾
く
其
に
よ
り
て

房
る
も
の
な
り
、
俗
に
三
宝
荒
神
と
云
ひ
、
ま
た
米
を
三
{
様
と
云
よ
り
思
ひ
つ
き
て
、

^
の
^
ハ
^
^
^
の
^
^
に
よ
り
て
出
来
た
る
^
に
附
会
し
た
る
も
の
に
て
、
^
か
九
く

客
神
社佐

名
目
山
鎮
坐

祭
神
、
健
御
名
方
命
・
闇
象
女
神
・
仁
徳
天
皇
0
神
体
、
石
三

宗
雄
云
、
客
神
を
健
御
名
方
命
と
云
こ
と
外
に
も
あ
り
、
考
へ
し
、
仁
徳
天
皇
ハ
若
宮
大

明
神
と
も
あ
り
、
圖
象
女
神
は
佐
名
目
と
云
に
よ
り
た
る
に
ハ
非
し
か

祭
日
、
十
月
十
七
日

建
物
、
本
社
・
鳥
居

棟
札
に
、
再
建
天
保
五
午
霜
月
十
七
貝
庄
屋
七
太
郎
、
神
主
二
宮
伊
勢
、
大
願
最
川

村
佐
名
目
エ
タ
中
常
助
0
屋
根
替
、
明
治
二
己
巳
年
八
月
十
貝
神
主
二
宮
宇
佐
之
輔
藤
原

正
輝
、
庄
屋
横
田
登
七
郎
、
大
願
主
田
中
常
助

社
領
、
高
一
斗
、
此
現
米
七
升
六
合

大
年
神
社

小
野
鎮
坐

祭
神
、
大
年
神
0
神
体
、
石
二

宗
雄
云
、
此
石
一
箇
長
九
寸
六
分
、
一
箇
長
九
寸
三
分
、
共
に
卵
の
平
な
る
か
如
し
、
是

(
録
)

を
三
代
実
禄
中
の
出
雲
国
よ
り
来
坐
し
石
神
な
ら
む
と
思
ひ
し
か
と
非
す
、
八
重
葎
に
明

星
石
、
此
所
の
地
蔵
尊
に
水
を
貰
へ
ハ
白
く
も
白
ほ
し
に
妙
な
り
と
あ
り

祭
日
、
十
月
初
亥
日

建
物
、
本
社
・
幣
殿

な
む

棟
札
に
、
建
立
、
一
禄
六
辛
亥
午
霜
阿
廿
二
日
、
神
主
二
宮
出
雲
0
建
立
、
小
野
大
歳
大
明

神
、
延
享
二
乙
丑
年
七
月
二
日
、
小
霊
氏
子
、
神
主
二
宮
主
殿
0
妙
星
大
明
五
百
筒
磐
石

神
、
祭
神
大
年
大
明
神
小
野
産
袖
、
惣
氏
子
、
神
主
三
宮
伊
勢
文
政
六
癸
未
年
十
一
月
十

日
0
本
殿
屋
根
替
、
神
楽
殿
新
建
立
、
大
歳
大
明
神
明
星
大
明
神
、
弘
化
四
年
丁
未
十
二
月

五
日
、
神
主
二
宮
近
江
正
藤
原
正
矩
、
庄
屋
横
田
五
郎
三
郎
、
願
主
小
野
谷
中

宗
雄
云
、
此
棟
札
に
て
ハ
ニ
神
と
思
は
る
れ
と
然
ら
丈
其
は
文
政
の
棟
札
に
祭
神
大
年

大
明
神
と
あ
れ
ハ
な
り
、
明
星
な
と
云
埒
も
無
き
事
を
記
て
中
々
に
後
の
惑
と
な
れ
り

陥
迫
の
大
歳
神
0
大
元
下
の
若
宮
[
社
]
 
0
高
田
の
厳
島
社
0
士
井
の
戎
水
神
社
0
敷
名
の

塩
竃
社
0
坂
本
の
少
彦
名
命
稲
荷
神
田
作
神
0
佐
名
目
の
恵
美
須
(
寿
)
社

^
神
一
^
十
一
^
一
、
^

大
元
の
大
元
神
0
大
垰
の
地
主
神
0
鳥
落
の
水
神
0
大
垰
の
水
神
0
松
大
元
の
大
元
神
0
し

か
 
9
力
)
の
地
主
神
0
山
崎
の
地
主
神
0
士
器
屋
の
地
主
神
0
槙
(
植
)
前
の
地
主
神
0

掛
ノ
平
の
天
満
宮
0
中
問
の
地
主
神
0
森
脇
の
地
主
神
0
湊
の
水
神
0
三
社
森
の
地
主
神
0

上
誓
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
稲
荷
神
0
澤
田
越
の
地
主
神
0
菅
崎
の
地
主
神

0
敷
名
上
の
地
主
神
0
坂
根
の
地
主
神
0
上
野
の
地
主
神
0
蓑
田
の
地
主
神
0
浅
井
田
の
地

主
神
0
下
敷
名
の
地
主
神
0
濱
(
進
谷
の
地
主
神
0
潰
谷
の
地
主
神
0
上
敷
名
の
地
主
神

0
天
上
の
地
主
神
0
寺
迫
(
廻
)
の
地
主
神
0
片
山
の
地
主
神
0
ひ
あ
む
こ
ふ
(
ヒ
ア
ン
コ

乙
の
地
主
神
0
門
名
の
地
主
神
0
橋
詰
の
地
主
神
0
上
清
水
の
地
主
神
0
長
原
の
地
主
神

0
大
垣
内
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
山
根
の
地
主
神
0
小
野
の
地
主
神
0
伺
所
の
地
主

神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
伺
所
の
地
主
神
0
小
所
の
地
主

神
0
才
垰
の
地
主
神
0
佐
名
目
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地

主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神
0
同
所
の
地
主
神

〔
J
 
3

小
社
ヒ
所
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